
午
ご ぼ う

王山
や ま

遺跡総括報告書

2019. ６

和光市教育委員会

和光市埋蔵文化財調査報告書　第 66 集

埼玉県和光市

和
光
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
66
集　

午
王
山
遺
跡
総
括
報
告
書

和
光
市
教
育
委
員
会



午
ご ぼ う

王山
や ま

遺跡総括報告書

2019. ６

和光市教育委員会

埼玉県和光市





















i

序　　　文

　現在和光市内には、43か所の埋蔵文化財包蔵地が確認されています。これら埋蔵
文化財をはじめとする文化財は、我が国の長い歴史の中で生まれ、今日まで守り伝
えられてきた貴重な財産であり、私たちにはこれを保護し後世に伝えていく使命が
あると考えています。
　埼玉県和光市新倉３丁目 2831 番１外に所在する午王山遺跡は、「新羅から来た王
子が住んでいた。」という伝説が残されている遺跡です。これまでの 15回にわたる
発掘調査で主に弥生時代の遺構・遺物が多量に発見され、市民や研究者から貴重な
環濠集落遺跡であることが広く知られております。それにより、当市では 2013（平
成 25）年４月に、遺跡の第 15次調査地点（新倉３丁目 2831- １）を公有地化し、
和光市指定文化財（史跡）に指定することで遺跡の保存を進めてきました。また、
2018（平成 30）年２月には午王山遺跡から出土した弥生時代の遺物 121 点が「午
王山遺跡出土品」として埼玉県指定文化財（考古資料）に指定され、遺跡・遺物と
もに注目されている遺跡です。
　和光市教育委員会では、午王山遺跡の重要性を鑑み、これまでに行われた発掘調
査や確認調査の成果を集成し総合的に分析することで、改めて午王山遺跡の実態と
貴重な文化遺産であることを明確にするため、この度『午王山遺跡総括報告書』を
刊行する運びとなりました。本書が、午王山遺跡を含め弥生時代の環濠集落研究及
び地域文化交流の研究と埋蔵文化財の保護を図るための資料として活用されること
を切に願っております。
　最後になりますが、本書の刊行に当たり、文化庁文化財第二課並びに埼玉県教育
局市町村支援部文化資源課をはじめ、午王山遺跡総括報告書策定委員会委員各位、
そして土地所有者の方々と数多くの関係者の皆さまからのご指導とご協力を賜り、
心より厚くお礼申し上げます。

　　令和 元年 ６月　
                                                       
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和光市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　戸部　惠一
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例　　　言

１ 本書は埼玉県和光市新倉３丁目 2831 番１外に所在する午王山遺跡についての総括報告
書である。

２．本書の作成は、埼玉県和光市教育委員会事務局生涯学習課を事務局とし、午王山遺跡総
括報告書策定委員会設置要綱に基づく午王山遺跡総括報告書策定委員会による指導のも
と、2018（平成 30）年度から 2019（平成 31（令和元））年度にかけて実施した。

３．本書策定事業は、2019（平成 31（令和元））年度文化庁国庫補助金対象事業として実
施されたものである。

４．発掘調査は、宅地造成工事、道路改良工事、農地改良工事に伴う記録保存のための発掘
調査及び保存目的のための範囲内容確認調査である。宅地造成工事、道路改良工事に伴う
記録保存のための発掘調査は原因者の負担により、農地改良工事に伴う記録保存のための
発掘調査については国庫補助金、県費補助金の交付を受け、また保存目的のための範囲内
容確認調査は市費により実施した。第１次を和光市午王山遺跡調査会が、第２次～第６次・
第８次・第９次、第 11次・第 12 次、第 14 次及び第 15次調査を和光市教育委員会が、
第７次・第 10次・第 13次調査を和光市遺跡調査会が実施した。

５ 発掘調査及び本書の作成にあたっては、文化庁文化財第二課、埼玉県教育局市町村支援
部文化資源課の指導・助言を受けた。

６．各調査区の年次、調査期間、地番、調査面積、主な遺構・遺物は第Ⅰ章のとおりである。
７．報告書の執筆は、第Ⅰ章を粂野友也、第Ⅱ章第１節を江口やよい、第２節を坂口由加里、
第Ⅲ章第１節及び第６節を安井翠、第２節を鈴木敏弘、第３節、第５節、第７節、第Ⅳ章
及び第Ⅵ章を鈴木一郎、第Ⅲ章第４節を前田秀則、第Ⅴ章第１節を遠藤英子、第２節を小
倉淳一、第３節を柿沼幹夫、第４節を石川日出志が行った。

８．午王山遺跡全体測量図の作成は、株式会社東京航業研究所に委託した。
９．出土遺物は、和光市教育委員会が保管・管理している。
10．遺構・遺物については再検討をしたため、既に刊行された報告書等と解釈が異なる部
分があるが、本書を優先する。

11．発掘調査及び本書の作成にあたり、下記の諸氏、諸機関からご教示 ･ご援助を賜った。
記して謝意を表します（敬称略・順不同）。

　和光市文化財保護委員会　公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団　公益財団法人東京
都スポーツ文化事業団東京都埋蔵文化財センター　朝霞市立博物館　朝霞市埋蔵文化財
センター　板橋区教育委員会　西東京市教育委員会　文京区教育委員会　（株）武蔵文化
財研究所

　江原　順　大久保聡　大谷　徹　尾形則敏　加藤秀之　川畑隼人　倉澤麻由子　黒尾和久　
　近藤　敏　佐藤康二　斯波　治　知久裕昭　照林敏郎　徳留彰紀　中岡貴裕　禰冝田佳
　根本　靖　野沢　均　野中　仁　藤井幸司　松本　完　宮瀧交二　山田尚友　
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凡　　　例

１．本書図版の縮尺は、原則として以下のようにし、適宜スケールを付した。
　遺構　住居跡１／ 150　溝跡１／ 300　方形周溝墓　１／ 150・１／ 400
　遺物　土器・土製品１／３　集成図遺物 1／ 6　
２ 図版中の焼土・赤色塗彩にスクリーントーン ( ドット ) を用いた。
３．遺物観察の数値は㎝で、(　) は復元値を示す。
４．遺物観察表の胎土は次の表記で示している。
　Ａ：砂粒、Ｂ：赤色粒、Ｃ：白色粒、Ｄ：小石、Ｅ：金雲母、Ｆ：雲母、Ｇ：石英、
　Ｈ：長石、Ｉ：輝石・角閃石、Ｊ：白色針状物質、Ｋ：繊維
５．遺物観察表に記載した色調の表現は、『新訂標準土色帖』(1997 年版・農林水産省監修 )
に従った。

６ 挿図中の方位は磁北を示し、水糸レベルは海抜標高を示す。
７．遺構の主軸方向　Ｎ－〇°－Ｅ・Ｗは、磁北からの角度を示す。
８．遺構図版中の一点鎖線は攪乱を示し、点線は推定を示す。
９ 遺構番号は、本書の作成にあたり一部を改めて表記した。そのため、既刊の報告書とは
異なるものがある。
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　　　　　　　　　第１節　総括報告書作成の目的
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第Ⅰ章　総括報告書作成の目的と経緯

第１節　総括報告書作成の目的

　 県 新倉３丁目 2831 １ に する午王山遺跡は、 石器時代、 時代、

弥生時代、古墳時代、 ・平安時代、中 の 時代の遺構・遺 が する 合遺跡であ

る。午王山遺跡は 1960 年代の谷  による （資料 ）によ ・ 目 れること

となった。1979（ 54）年から 2011（平成 23）年まで、 15 にわたる に

よ 遺跡の が れ、 に弥生時代の遺構、遺 が 出土してお 、午王山 が

一つの環濠集落として れていたことが明らかになっている（第 図）。

　午王山遺跡の は、 に 下 点を ることができる。

　  川（ 間川） 地に に 地する、 に弥生時代後期の集落遺跡であ 、 

中 平 部の 住域と東縁辺部の墓域からなる集落の が できる。

　  弥生時代中期後半から後期後半までの集落で、後期中 前後に られる環濠を

つことから、集落の と環濠との がつかめる。

　  集落を ように３ の溝が られてお 、 東地方では類 の ない 環濠を

つ集落である が い。

　  弥生時代後期の土器には、南 東系の久ヶ原式、中部 地系の岩鼻式、東海東部系の

菊川式の３系 が られ、遠 地との 流 来が できる。

　  住 跡（ 下、住 跡とする）の平 形 、 、 の 、 形土

の出土など、遺構 土器 の遺 からも遠 地との 流がつかめる。

　  上のことから、弥生時代後期の 東地方を代表する集落遺跡の とつであるととも

に、 川流域を中 として 東地方の弥生社会を 明する とな る遺跡である。ま

た、弥生時代後期にお る 域にわたる 流と、地域間 の 編 が できる。

　このような遺跡の を 、 では 2013（平成 25）年４ に、遺跡の第 15 次

地区（新倉３丁目 2831 １）306 を公 地化し、 化 （ 跡）に するこ

とで遺跡の を進めた。また、2018（平成 30）年２ には午王山遺跡から出土した弥生

時代の遺 121 点が、午王山遺跡出土 として 県 化 （ 古資料）に れ、

遺跡・遺 ともに にも が周 れてきた。加 て出土遺 が 県 を た

ことで、午王山遺跡は 県 の弥生時代 者から改めて 目 れることとなった。

　午王山遺跡は、 に 15 の が行われてお （第１表）、 地点ごとに が

完成し、 成果が公 れ遺跡の が明らかとなっているが、 は 地点を

するものであ 遺跡 の 意 を するものではなかった。一方で、遺跡 の

一部に が るなど、このままでは 来に午王山遺跡を すことが しいことから、

な が まれている。これらを 合 に した 果、これまでの 成果を し、

弥生時代集落として武蔵野台地・大宮台地にお る を 明することによ 午王

山遺跡の な を明らかにし、今後の と 用の 本 とするため、

を 成した。
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第２節　総括報告書作成の方針

　本 の 成に しては、 下のような方 を てて に たった。

　 　1979（ 54）年 から 2011（平成 23）年 まで 15 次にわたる の成果を

一 に して、午王山遺跡の を かつ に できるようにす

る。

  　それに いて、午王山遺跡の およ を明 にする。

  　今後の と 用を る の 本 とする。

 

第３節　総括報告書作成の経緯と組織

 総括報告書作成の経緯 午王山遺跡で した の記 については、1979（ 54）

年の第１次 から直近の第 15 次 まで、 によ している。第１次

によって中 の 弥生時代の３ の方形周溝墓が 出 れ、 第２次 で弥生時

代の環濠集落の が れるなど、 の から の中で遺跡の

が示 れてきた。 化 会 からも、 から遺跡の が られ、

・ 用の の を てきた。

　 では、2007（平成 19）年 に第１次 出土 を 化 （ 古資料）

に し、2013（平成 25）年４ には、第 15 次 区（新倉３丁目 2831 １）306 を

化 （ 跡）に するなど、遺跡の を進めた。また、2018（平成 30）年

２ には午王山遺跡から出土した弥生時代の遺 121 点が、 午王山遺跡出土 として

県 化 （ 古資料）に れている。

　このように、2018（平成 30）年に 出土遺 が県 化 に れるなど、改め

て午王山遺跡の が 目 れてきた。午王山遺跡の今後の の方向 について

をは め 部 を て し、 の 果、 の として 跡の を目 し、

部 大 ての意 の 出に向 た を進めることとなった。これらの の方

向 に し、2018（平成 30）年 に した 化 会の中で 会一 で

れた。

　一 には、 跡 会を し、遺跡の の を行い、 す

るところであるが、 が進 宅地が れ めている午王山遺跡の 、 15

にわたる の記 を の中で示してお 、遺跡の代表 な の一つである

環濠の を示す２ の環濠の 行 が できていること、 住域と墓域からなる集

落の が できていること 、遺跡の が明らかになっていることなどから、2019（平

成 31）年１ に 者によ 構成した午王山遺跡 会を し、

の 成を進めることとなった。

　 の 行に い、2019（平成 31）年４ に を し、 地系での

遺跡 の の を行った（第２図）。 せて最新の によ 、遺跡・地

形の最新 を記 した。

　総括報告書作成の組織 2018（平成 30）年 から の 成に し、2019（ ）

年 に の 行に った。本 は、2018 年 は によ 、2019 年
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は 化 として した。

  年 にお る の は、 下のとお である。

午王山遺跡 会　 2018（平成 30）年 ～ 2019（平成 31（ ））年

  石川日出志　　明 大 教  

  小倉　淳一　　 大 教

  柿沼　 　　前 県 化 会 　 いたま 遺跡 会会

午王山遺跡 筆 （午王山遺跡 会 ）

　遠藤　英子　　 明 大 黒 石

　鈴木　敏弘　　 化 会

2018（平成 30）年  出土資料の ・ 原稿 図 成・編集

  教 会

    教 　戸部　 一　教 部 　東 　 一　

    生 　 山　英子　 佐 化 　鈴木　一郎

    化 　 　 　 己　 　石田　清　 　 野　 　安 　

    化 　前田　秀則

    加者

      　 よい　大 　一雄　 加

2019（平成 31（ ））年  原稿 図 成・編集・ 行

  教 会

    教 　戸部　 一　教 部 　 城 一郎　

    生 　 あか 　 佐 化 　鈴木　一郎

    化 　 　 　 己　 　 野　 　 　安 　

　　 化 　前田　秀則

    加者

      　 よい　大 　一雄　 加
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第Ⅱ章　遺跡の地理的環境と歴史的環境

第１節　立地と地理的環境

  （１）和光市の地理的状況

　午王山遺跡は、 県 に する。 の は、東西 2 5 ・南北 4 9 、

11 04 をはかる。北は 川（ 間川）を 戸田 、東は白子川を 東

区、南は東 区、西は越戸川を と隣 している。 の中 を南北に

するように東 か 環 道 、東 の南北を 地方道 川 （県道 68 号 ）が き、

中 には東西に東武東上 ・地下 町 ・ が る か、それに 行して

東西方向に川越 道（ 道 254 号 ）が通る。このような の 通の は

の大きな の一つであ 、また から 15 ～ 20 に することから、近年

地化が に進 地域である。

　 の地形は、武蔵野台地と 川 地からな 、台地が 70 、 地が 30 の

合で 域を める。 の大半が する武蔵野台地は 東平野の南西部に がる

台地で、北西を 川の 流である 間川、北東を 川、南を 川の 川およ それらの

原である 地によって れた、東西幅 50 の を する 最大 の

台地の一つである。武蔵野台地の は 近の 180 を として東に向かって 々

午王山遺跡
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に な 、 域では台地上で 24 ～ 40 となっている。武蔵野台地 には形成時期

、構成 を にした が することが分かっている（ 塚 1979）。古い に

（ 山 ）、下末吉 、武蔵野 （武蔵野 ）、 川 （ 川 ）と大き 4つに

分類 れ、このう 本 域は武蔵野 に している。

　 にお る武蔵野台地の地 は、最上 は黒 土に われた土 で、この下に

東 である 川 ・武蔵野 、次に の 土 が分 する。その

下には を 武蔵野 、 らに下には 化石・ 化石を 海成 である東 が

たわる。この東 は らに、 の上部東 と、 の東 に分 ることが

できる。

　 の地形 を るにあた 、武蔵野台地の成 を追ってい と、 10 年前

に古東 の海 が ま 、その に に れた 類が化石として し東

となる。つ 年前には、古 川を 原とし武蔵野 を形成し、その上に

が もってい 。そして 年前には、 川・ 川が 時に 川 を流下する。

２ 年前、 氷期の中でも最も な時期を ると、台地と 地の は最大とな

る（中村 2018）。この間に、武蔵野台地に小 谷の が 、午王山遺跡が

る小 が形成 れたと られる。

　 を流れる な 川は 川（ 間川）と白子川、越戸川の３ 川で、 かは 中

部を流れる谷中川と谷戸川である。白子川は、 区東大 （大 公 ）を し

・ 区の 、 区との を流れ新 川にそそ 。越戸川は、 ツ （東

地 ・ 上 地 など）を し ・ の を流れ、 清 な

どの を集めながら谷中川と合流し新 川にそそ 。また谷中川は、 大 村 久

近（大 中 公 ）を として の中 部を流れ、 中から谷戸川が合流し越戸川にそ

そ 。 域は 川 これらの中小 川によ 、台地には の 谷が形成 れ、 な

地形を している。そのため には が られ、 20 か を る。    　　

　（２）午王山遺跡の地理と地形の概要

　午王山遺跡は、武蔵野台地の北東 に し 川 の 上に 地する。遺跡の

は、東西 250 、南北では東 が 170 ・西 が 50 、 は 19 781 を る。

は 24 で、 地との は 18 である。また遺跡が る午王山 を ると、 もと

で東西 350 、南北では東 が 200 ・西 が 150 、 は 61 250 である。

　午王山遺跡の平 部 部の を ると、北 は 木 で、 のため 土

区域 に れ、東 は寺 とそれに する墓地とな 、上部平 部は

地として営まれている か、一部は宅地となっている。

  午王山遺跡の周 は 川によって形成 れた 地である。 析 れた遺跡南 は、宅

地化 れ住宅が 集する。遺跡北 の 川 地一 はかつて 新倉田 と れ が

田として 用 れていた。その中で午王山の北 には い 地 が が 、午王山近 を

一大 地点として 富な によ 中 には 池 と ばれた 用 池が した。

期には 用 の を していたが、その後 が 、 田と も

した。 がて 16 年に から として 用したい という が上が 、
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年には の を 用 池は に を た。しかし 年後には の出 によ 池

は れ、 者の も な としての 目を ることとなった。 がて

25 年 には は れ、ついには用 池としての機 を完 に う。の にこの地は め

てられ、 は 47 年に した県 が する。

  、午王山北 の一部では、 した土 を することができる。武蔵野 土

の か上部東 の最上 の一部があらわれ、海成 の中には生 化石を ることができ

る。

用・

塚 平 1979 東 の 増 第二 紀 屋

中村新 2018 平成 29 年   の ～ 川の ～ 区 郷土資料  

1983 にい ら かした らしのあ 下公 会

1987  通 編 上

2015 型  環  環 部環

・ と き の会 

第２節　周辺の遺跡と歴史的環境

　遺跡の概要　午王山遺跡は、 県 新倉３丁目 2831 １ にか て する。本

遺跡の は 1979( 54) 年に れた第１次 に ま 、 までに 道

宅地造成、 地改 に う と 跡 に う が 15 行われている (第

４図 )。これまでの の 果から 石器時代から近 までの 合遺跡であることが 明し

ている。なかでも となるのは弥生時代で、これまでに れた住 跡は、弥生時代中

期後半から後期後半までの 152 にの 、出土遺 から弥生時代後期中 から後期後半に

れる住 跡が を めている。住 跡 の遺構としては、方形周溝墓が遺跡南東

第１次 区の から３ 、隣 する第 10 次 区から２ 出 れている。また、

環濠が３ 出 れた。 環濠のＡ溝 ( 第１号溝 第２号溝 )は第２次・３次・４次・

次・ 次・10 次・11 次 から、 環濠の 溝 ( 第 号溝 ) は第３次・４次・ 次・10

次 から、 濠と られる 溝 ( 第 号溝 ) は第２次・13 次 からそれ れ 出

れてお 、本遺跡は環濠集落として周 の遺跡である(第 図)。この か、時期は なるが、

第１次 区からは中 の が 45 出 れてお 、 化 となっている。

 （１）午王山遺跡周囲の弥生時代の市内遺跡

　 では 43 か の遺跡が れている ( 第 図・第２表 )。このう 、午王

山遺跡周 の弥生時代の 遺跡では、本遺跡の北西 、南東方向に る幅の い台地上

には上 郷遺跡 ( １)、花ノ木遺跡 ( ２)、半 池遺跡 ( 34)、 遺跡 ( 35)、 前

遺跡 ( ３)が している。

　 の台地 に する上 郷遺跡は２ の が れてお 、弥生時代の遺構は

弥生時代後期の住 跡が３ 出 れている。

　花ノ木遺跡では の 15 と東 か 環 道 に い れた
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県 蔵 化 による を合わせて 16 の が れてお 、 石器時代

から近 にか ての遺構と遺 が 出 れている。なかでも弥生時代 古墳時代 平安時代

が で、弥生時代の遺構は住 跡が 17 、方形周溝墓が 、環濠が３ 出 れている。

環濠は 区から２ 、 の 区からは 区から 出 れた

二 環濠とは 方向に する環濠が１ 出 れてお 、二つの集落の が れて

いる。

　半 池遺跡は１ の が れている。弥生時代の の溝が１ 出 れ、

花ノ木遺跡の環濠との が れている。

　 遺跡は３ の が れている。 となるのは弥生時代 古墳時代 平安時代で、

弥生時代の遺構は弥生時代後期から古墳時代前期の住 跡が２ 出 れている。

　 前遺跡は の が れている。 となるのは弥生時代 古墳時代 平安時代

で、弥生時代の遺構は弥生時代後期の住 跡が 、弥生時代後期末から古墳時代前期の方

形周溝墓が３ 出 れている。

　午王山遺跡の南西 の谷を だ台地上には 台遺跡 ( 43)、四ツ木遺跡 ( ４) が

している。

　 台遺跡は２ の が れている。弥生時代の遺構は弥生時代後期の住 跡が１

出 れている。

　四ツ木遺跡では の が れている。 となるのは 時代・弥生時代 古墳

時代で、弥生時代の遺構は弥生時代後期から古墳時代前期の住 跡が 26 、方形周溝墓が

２ 出 れている。

　午王山遺跡の南 の谷を だ台地上には 寺遺跡 ( 14)、下 遺跡 ( 12)、 谷

を で吹上遺跡 ( 13)、吹上原遺跡 ( 15)、 ・ 上遺跡 ( 17) が して

いる。

　 寺遺跡は の が れている。 となるのは弥生時代 古墳時代で、弥生

時代の遺構は弥生時代後期の住 跡が 、後期末の住 跡が 19 、後期後半から古墳時

代前期の住 跡が１ 出 れている。第２次 区第 22 号住 跡からは環 石 が出土

している。

　下 遺跡は１ の が れている。弥生時代の遺構は方形周溝墓が１ 出 れて

いる。

　吹上遺跡は４ の が れている。 となるのは弥生時代 古墳時代 平安時代

で、弥生時代の遺構は弥生時代後期の住 跡が 34 、環濠が１ 、環濠と れる溝が

１ 、方形周溝墓と れる溝が１ 出 れている。第３次 区第 26 号住 跡から

は 環 が出土し、 と られている。

　吹上原遺跡は の が れている。 となるのは 時代 弥生時代 古墳時

代で、弥生時代の遺構は弥生時代後期の方形周溝墓が 28 、溝が３ 出 れてお 、吹

上遺跡の墓域として られている。また、古墳時代の 墳が周溝の であるが４ 出

れている。

　 ・ 上遺跡は 28 の が れている。 となるのは弥生時代 古墳時
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第２表　 遺跡一 表
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代 平安時代で、弥生時代の遺構は弥生時代後期から後期末の住 跡57 が 出 れている。

 （２）午王山遺跡周辺の弥生時代遺跡

　午王山遺跡が 地する 川下流域では、中・小 川による 谷によって形成 れた台地上

地の 上に弥生時代の集落遺跡の分 が られる。第 図に遺跡の分 を

示した。

　 下には周辺の遺跡として 県富士 、志木 、 、 、 いたま 、川

、戸田 、東 区、北区、 川区、 区、新 区、中野区の な遺跡の を時

期ごとに 明する。遺跡については第３表に午王山遺跡周辺の弥生時代遺跡一 表を 示し

ているので せて れたい (遺跡 号は第 図の 号と一 している )。

　弥生時代中期　遺跡は 地を 台地 部 った谷の縁辺部に 地するが、 いた

ま 本村遺跡 ( 84) は 川 地 の 上に 地している。

　武蔵野台地では富士 南通遺跡( 12)、 中通遺跡( 21)、向山遺跡(

30)、新屋敷遺跡 ( 33)、 花ノ木遺跡 ( 36)、午王山遺跡 ( 42)、 区成増と

の山遺跡 ( 51)、赤塚氷川神社北方遺跡 ( 53)、松 大 赤塚下寺

遺跡( 54)、 山遺跡( 55)、四 地区遺跡( 56)、中台 丁目東 中台 中遺跡(

61)、志村城山遺跡 ( 62)、小 塚遺跡 ( 63)、北区赤 台遺跡 ( 67)、 山遺跡

( 70)、 山遺跡 ( 72)、 前遺跡 ( 74)、 川区道 山遺跡 ( 79)、 区

木 丁目南遺跡（ 110）、本郷 町遺跡（ 111）新 区下落合二丁目遺跡 ( 80)、下

戸塚遺跡 ( 81) が分 する。このう 、 山遺跡、志村城山遺跡、 山遺跡、 山遺

跡、道 山遺跡、 木 丁目南遺跡、本郷 町遺跡では環濠が 出 れている。道 山遺

跡北西 に隣 する北区田 遺跡で 出 れた溝跡が道 山遺跡で 出した環濠の一

部である があ 、 一集落であることが れている。方形周溝墓は 中通

遺跡、向山遺跡、赤塚氷川神社北方遺跡、志村城山遺跡、赤 台遺跡、 前遺跡、下落合

二丁目遺跡で れている。また、下落合二丁目遺跡では土 から 完形の大型土器

が 出 れている。

　大宮台地では いたま 田 塚遺跡 ( 97)、 正寺遺跡 ( 98)、明花向遺跡 (

99)、大北遺跡 ( 102) が分 する。明花向遺跡では方形周溝墓が れている。

　弥生時代後期　遺跡 が増加し、 出 れた住 跡の は にの る。遺跡は中期

に台地 部、谷の縁辺部に 地するが、北区 島 遺跡（ 68）、 いたま 本村遺跡、

戸田 谷 新田 遺跡 ( 108) は 川 地 の 上に 地する。

　環濠が れている遺跡は、武蔵野台地では富士 前遺跡 ( )、北通遺跡 (

11)、南通遺跡、 中道 岡台遺跡( 19)、稲荷山 郷戸遺跡( 34)、 花ノ木遺跡、

半 池遺跡 ( 37)、午王山遺跡、吹上遺跡 ( 45)、 区赤塚氷川神社北方遺跡、 山

遺跡、四 地区遺跡、中台 丁目東 中台 中遺跡、 ノ上遺跡 ( 66)、北区赤 台

遺跡、 前遺跡、新 区下戸塚遺跡 で れている。大宮台地では いたま 大谷

小池下遺跡 ( 95)、明花向遺跡、 沼方遺跡 ( 101)、川 小谷 塚遺跡 ( 103)、

上台遺跡 ( 107) で れている。南通遺跡、 前遺跡では 300 を る住 跡

が 出 れている。また、向山遺跡では住 跡と土 から、午王山遺跡は環濠から 形土
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と が出土している。 田 丁目遺跡 ( 83) では住 跡から小 が出土して

いる。

　方形周溝墓は武蔵野台地、大宮台地、 川 地 の 上から 出 れてお 、北通

遺跡、向山遺跡、田 西台通遺跡 ( 77)、下戸塚遺跡、 沼方遺跡では 部から

などの が出土している。吹上原遺跡 ( 46) は吹上遺跡との、田 西台通遺

跡は田 遺跡との が れてお 、それ れ集落と墓域という である

が られている。

用・

区 編 会 1995 区 資料編Ⅰ 古  区

原　 2016 第 31  小 な を追って 形土 と小

柿沼 2012 川下流域弥生時代後期土器に する 古 第 48 号　 古 会

菊地 子 2007 住 と集落 の弥生時代 弥生土器 会編 一

1990 川流域にお る中期後半の弥生集落 古 第 27 号　 古 会

小出輝雄 2007 環濠の についての 県 の を中 として の弥生時代 弥生

土器 会編 一

佐々木藤雄 か 1988 新 丁目遺跡 東 中野区新 丁目遺跡 　新 丁目遺跡

会

佐々木藤雄 か 1993 西原遺跡 東 区西原遺跡  西原遺跡 会

西 雄・新屋 明 1994 花ノ木・向原・柿ノ木 ・ 久 ・ 山台 ( ) 県 蔵 化

野 　 1999 弥生時代中期後半の集落分 について あらかわ 第２号　あらかわ 古 会

野 　 2001 近 の弥生時代 の 紀 第４号　

松本　完 か 1996 下戸塚遺跡の 第２部 稲田大 地 蔵 化 編 稲田大

山田 1998 川下流域の弥生時代中期宮ノ台期の集落 あらかわ 号　あらかわ 古 会

山田 か 2015 南 沼遺跡（第１分 ） いたま 遺跡 会 第 165 集 いたま 遺跡

会
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第Ⅲ章　午王山遺跡の調査経過

第１節 本調査以前

　午王山を 古 な によって正式に をしたのは、1979（ 54）年に行わ

れた 午王山遺跡 会による第１次 からである。しかし、 前から午王

山には な が せられていた。ここでは 前、午王山に向 られていた

点と遺跡として れる を する。

　文献資料からみる午王山　 時代に した を中 とした では、今の

県・東 周辺は 武蔵 と ばれてお 、 らにい つかの に分

れていた。 日本紀 によれば、758（ 平 ２）年 化新 32 、 ２ 、

19 、 21 、 武蔵 地、 新 （ 谷 1992）と記 れている。

これは、もともとは新 という 出 だった 、 、 が武蔵 に れ、それ

をきっか に 新 という ができたということを意 してお 、 新 は、

の ・ ・志木 ・新 とその周辺であろうと われている。その後、10 紀

中 に完成したと れる 類 に 地の が記 れる中で、武蔵 から 新

は たらな な 、代わ に 新 が を せる。この 新 の 方に

久 と てられてお 、 時 にい ら と ばれていたことがわかる。午王山が

している新倉の地 は、この 新 に 来すると られる。

　午王山に な 点が向 られた記 でおそら 最古のものと られるのは、

戸時代に が編 した地 新編武蔵 土記稿 である。 新編武蔵 土記稿

百 ・新 五の上新倉村の には 古 　新 王 跡 と 出しが られ、 下

のように記 れている。

　古

　新 王 跡　 山ノ上 ノ平地 、 新 ノ王子 下向ノ 、

住 、 ノ郷 志木 辺ノ 志 木ノ中

、 村 ノ者 、 村 山田、上原、大

、 、 新 王 来

、 山ノ 王子 跡 、 山 、

ツノ ノ に 、 村 ノ 、 紀 紀 年四

午 、 、 化新 、 百 二 、 武蔵 、 田

安生 、 紀 、 末 二 、 ノ 、

ノ ノ 、 、

（間宮・白 2000）。

　ここでは、午王山を 山 と記し、かつては 山 と きだったものがいつ

の か の が てられたと ている。 の表記は なるが、この 山 は

午王山 のことであ 、 という で ばれていたことはこの時点で明らかで

あるが、いつから 午王山 の を てているのか かではない。また、これまでの
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では、 新編武蔵 土記稿 に記 れている新 王 跡の を るような遺構

遺 はまだ れていない。しかし、 者柳田 が 山の新 王 跡の につ

いて 目 れていた（柳田 1920）。午王山が の山であると れていたことは かで

ある。

　遺跡としての午王山　午王山が遺跡として られるよ 前、午王山遺跡周辺地域

に住 々によって、 形土器（第 図１）と が れていた。 形土器は、

県 新倉午王山遺跡（第１次）の で午王山周辺の地 者宅で 出したことがわ

かっているが、出土した明 な年 はわかっていない。なお、本遺 は 県

と の よ れた遺 が っている の中に れているが、な

で れていたのか かではない。また、地 者が する は、1979（

54）年 午王山遺跡 会による午王山遺跡第１次 を した鈴木敏弘が

地周辺の地 者らに れた 、は めて した。この は 者の が午

王山の で土器 とともに を 出し、 の代では の と われ 屋の にし

まわれたと き でわかっている。なお、 は 分析による と な

を行い、古墳時代半ばのものと れている（鈴木・大屋 2013）。

  午王山の遺 について 古 に 目し、公に 表したのは谷  である。谷 は、

古 第４号・第 号で午王山で表 した遺 を している（第 図２、第 図）。

1966（ 41）年１ に 行 れた 古 第４号 大 町新倉 王山出土の弥生式土器

では、 （第 図２）が れている。この土器は、台 の 、午王山遺跡の

北 が れた時に出土したものと われてお 、弥生時代の の 形土器で半分

が し、 部・ 縁部も している。しかし、この遺 を した明 な年 出土 、

出した土器の記 がな は明らかではない。また、1968（ 43）年２ に 行

れた 古 第 号の中の 大 町の遺跡と出土土器（弥生・古墳時代） では、 形

土器 点、 形土器３点、 形土器１点、土器 本４点の 15 点（第 図）が れ

ている。１～ 、12 ～ 15 は弥生時代の遺 、10 ～ 11 は古墳時代の遺 と られる。これ

らは が行った の 地 しの に出土したものと記 れているが、表 した明

な年 出土 は、 の の わかっていない。また、遺 の も 明で

ある。

　 上のように、午王山は遺跡として を行う 前から遺 が れる であった。

遺跡としての が明 に れるのは 化 に 周 の 蔵 化 蔵地と

して られてからである。 県は、遺跡台 の に めるため、県 に する

蔵 化 蔵地の分 を 46・47 年 に行っている。午王山は 1972（ 47）年

24 日に が行われ、その後、正式に遺跡として 県 蔵 化 蔵地台 に

れた。このことよ 、周 の 蔵 化 蔵地で 行 を行う には きが

とな 、その後の が行われる前 が うこととなった。
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用・

谷 1992 日本紀（中）　 社

鈴木一郎・大屋道則 201 午王山遺跡出土の について 遺跡 16　 県

蔵 化 第 52 集　 　 教 会　

谷 　 1966 大 町新倉 王山出土の弥生式土器 古 第 4号　 古 会

谷 　 ・ 山清 1968 年 大 町の遺跡と出土土器（弥生時代・古墳時代） 古 第 6号　

古 会

中岡 2015 県 新倉午王山の新 王 跡 と あらかわ）　第 16 号　あらかわ

古 会

間宮士 ・白 編 2000 新編武蔵 土記稿新 二 出

柳田 1920 流 れ王 5 3 号　

1987 通 編上 　
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 （１）第１次調査（第 10 図）

　調査の経緯　1979（ 54）年３ に遺跡の東南 が、 間 者の宅地 で

れることにな 、 午王山遺跡 会が、谷  鈴木敏弘の で まで

の 79 日間で を した。 は 上部の平 から にか て弥生時代の方形周

溝墓３ 、平安時代の土 住 跡、古代から中 前後の時期 明の地下道、 下

部で中 の 墓と 、上 明から近 の を した（１）。

　 上の な 時代の遺構と遺 を 下で 述する。

　方形周溝墓の発掘  区の最も北西 で 環 に近い第１号墓と、 の を中

として 上の第２号墓から、 中の第３号墓の である。第１号墓は南 北 東溝

が るが の を 溝 の一部の である。第２号墓は北 西溝だ でき東

南溝は のため してお 第３号墓は 上部の北溝と い東・西溝の の

である。３ の 造時期は、出土した土器から弥生時代後期と られる。 　

　地下道の発掘  で できない に直 することがあ 、 区の南半分の平

の 23 ～ 19 の で、地下道が 出 れた。地下道の出 は か を したが、

則 な ではな 、第２号方形周溝墓西 周辺で の が集中 に 出 れてい

る。地下道の は、 形な二 辺 形が 本で、 辺幅が 80 前後、 が １

で 成 が中 での が であろう。地下道 部では、 土と 化 が っていた

が 時期 できる遺 は であった。遺構の からは、 教 な 行の を つと

ている。

  火葬墓と板碑の発掘  墓は、 の西 に する平 部に４ と、西北 の

上 に１ が れて 出 れた。 は は１～ 1 5 前後、 が 0 5 ～ 0 7

で１～３号墓は 形、第４号墓は 方形で、い れも 土と 化 が まれている。第３

４号墓には 化 が の 跡が であるが、 の が明 ではな 、改 し

た もある。

　 は、 17 の を に 13 の で東 西 に集中し、 の 年号で

の を できる。東 は西から東 の 向と新し 西 き、最古の 年 (1375)

から明 年 (1496) までの 120 年間で、 したものも め 45 点で、 の を るこ

とができる な資料である。 、 化 に ばれている。

　第１次調査のまとめ  弥生時代の成果は、 した方形周溝墓３ が台地中 を 環濠

集落の東溝 で、墓域形成を したことである。古代から中 と した地下道の

が できたことで、 と 墓に 行する 教 の遺構と した。 の

から明 年間と 墓の は、隣 する 寺の 時 と な 、寺 の 料と

古資料の分析で、中 地方 の に できよう。

 （２）第２次調査（第 11 図）

　調査の経緯 1981（ 56）年 に 道 の 前 の が筆者にあ 、その

明を 、 の で 遺跡の に 加した 大 大 生と、新た

に明 大 生に地 の で ～ 11 に第２次 を した。 は、

第２節　第１次・第２次調査
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道 の幅 、 200 と一部 部を め が 1500 である（２）。

　環濠の調査  は東 から表土の をは め、 東西方向の第１号溝 (東環濠 )（３）

を最 に し 西 第２号溝 ( 環濠 ) まで 145 、その西 の第 号溝は上部に第

30 号住 跡が構 れ、 らに西 60 で第 号溝 (西環濠 )が れている。

　東 の第１号溝から西 の第 号溝まで で 220 で、西 の第２・ 号溝は集落を４

１に分 る機 があ 、 溝の上 と下 の が である。集落の 時にその機 が

し、土器 の が第１号溝上 で弥生時代後期の の土器が れた。第２号溝

は、下 から中 まで で上 は め れ、第 号溝と第３・４号溝が上部 行

して られ、時期が だが東 西 住区の区 の機 を果たしている。

　住居跡の調査  住 跡の は、 区 の 49 を 出し、47 の を し第２号

溝の東の 33 と西の 14 に分かれた。東 住区で大型の第１・３・20 号住 跡は、東西

に 時期 にも する。第３号住 跡（第 51 図）は、四 が直 で四 が い小

形で、 9 75 8 4 前後で は 80 の最大 である。その は東の第

１号溝から 90 、 の２号溝まで 50 、西の第 号溝まで 120 で、集落の南 北から

40 の中 で、 の であることは明白である。 跡は だ で４か あ 、

通 の に する に、 60 の 形の 式 であ 、住 跡の中 には、

1 5 、幅 50 の 形の地 がある。東 中 には を つ 蔵 があ 、小

を が する。遺 は な 形土器１点と と の が出土した（第

27 図）。

  大型の第 20 号住 跡（第 68 図）は、第３号住 跡の東 で 8 4 6 95 で

式 である。東 の大型第１号住 跡（第 49 図）は、第１号溝から 25 で、 ２ ３

を し 8 9 6 4 で、 跡は西 の中間で地 である。 は、 方

形に られた北 ２本が である。出土した 目 の 形土器は、中期と し、上記

の大型住 では最古としたが、それ の は す きか（４）。

　中 小型住 跡は、平 形 蔵 の 類と時期は に し、弥生土器の編

年は明 に中期末を示 、古式土 器の を し、 に後期の を示した。

　第２次調査のまとめ  環濠の では、東 西 220 の と、二 環濠で東 西 住

区の２分を した。集落構成では、大型住 ３ と中 小住 跡 40 の と、北 東

系 東海系土器の出土で、遠 地との 流を した。

１）第１次 は、 にい らご う ま　 新倉午王山遺跡 1979 年　 午王山

遺跡 会、 県 新倉午王山遺跡 1981 年　 午王山遺跡 会による。

２）第２次 は、 にい らご う ま 午王山遺跡第２次 1982 年　 教 会、

県 午王山遺跡 1993 年　 教 会による。

３）第２次 時点での遺構 号とした。後述では、１号溝 Ａ溝、２号溝 Ａ溝、 号溝 溝、 号

溝 溝と を行った。

４）本 第Ⅳ では後期前半としている。



　　　　　　　第３節　第３次～第７次調査

‐ 29‐

 （１）第３次調査（第 12 図）

　第３次 は、1993（平成 ）年３ １日から 年３ 26 日まで 教 会が

を行った。 は、新倉３丁目 2861 １で、遺跡の南向きの の であ 、

南 の土 め 地改 に う である。 の は 272 であ

る。

  出 れた遺構は、Ａ溝・ 溝の２ の溝の か古墳時代の住 跡 1 が 出 れた。Ａ

溝（ 環濠）は、遺跡の平 部と を区分 するように、 区北 を東西方向に 出

れた。最大幅は 2 24 、 1 12 を る。出土遺 は、中 から菊川系の を

つ弥生時代後期の の か 形土 １点などが出土した。 溝（ 環濠）は、 区

の南 で、Ａ溝よ が 1 6 下がった 上に、Ａ溝と 東西方向に 出 れた。

最大幅は 1 44 、 0 88 を る。出土遺 は な 、 部に を つ

が出土し、Ａ溝の と 合し（第 198 図 10）、 の となった。

 （２）第４次調査（第 14 図）

 第４次 は、1993（平成 ）年 30 日から 年 22 日まで 教 会が

を行った。 は、新倉３丁目 2844 １で、遺跡の南西 の平 の であ 、

地改 に う である。 は 510 である。

　遺構は、Ａ溝（ 環濠）・ 溝（ 環濠）の２ の溝の か、弥生時代と られる住 跡

が 出 れた。Ａ溝は、 区中 から東 して 出 れ、東 の 区 で

は、 の土 によ が大き られ している。最大幅は 3 2 、

1 4 を る。 溝は、Ａ溝の を を ように 出 れている。北 は

で し、南 は土 によって とな している。最大幅は 1 8 、 0 9

を る。この 区では、Ａ溝の上に した住 跡が２ （第 50 号住 跡・第 51 号住

跡） 出 れてお 、Ａ溝が まった時期の 資料となっている。

　Ａ溝の中 からは、 の 部に を つ東海地方の菊川式の がある大型 （第 199 図

29）、 １点が出土している。

 （３）第５次（Ａ区・Ｂ区）調査（第 13・14 図）

　第 次 は、1994（平成 ）年 30 日から 年 ２日まで 教 会が

を行った。 は、 地２ 分であ 、東 の新倉３丁目 2836 １をＡ地区とし、

西 で第４次 北 の新倉３丁目 2842 １、2843 １を 地区とした。ともに 地改

に う である。 はＡ地区は 800 で、 地区は 594 である。

区が たって しているため、道 （ 道 283 号 ）の直 を とし一辺 100 四方の大

（区 ）を 意に した。大 には一辺４ の小 を 、東か

ら西 Ａ～ 、南から北 １～ 25 と表示し を進めた。

　Ａ地区では、第２次 で 出 れたＡ溝東 の 部分が 出 れ、弥生時代と られ

る と 跡の の住 跡が２ 出 れた。 には古墳時代と平安時代の住 跡などが

出 れた。

　 地区では、第２次・４次 で 出 れたＡ溝西 と 溝のそれ れの 部分が 出

第３節　第３次～第７次調査
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れた。 溝上部は、弥生時代後期の第 30 号住 跡、第 62 号住 跡、第 63 号住 跡に

れていた。弥生時代の住 跡は、 と 合した遺構を め 13 が 出 れた。出

土遺 は、Ａ溝からは弥生時代後期で東海地方の菊川式の である が れた

の か、 地区Ａ溝では、 形土 １点、土鈴１点などが出土した。住 跡からも東海

系の 、 が出土している。

 （４）第６次調査（第 15 図）

　第 次 は、1996（平成 ）年２ 13 日から 年 30 日まで 教 会が

を行った。 は、新倉３丁目 2841 １、2842 ２で、遺跡の平 部分の で、

第 次 区の東 に する で、 地改 に う である。 は

1 119 である。 においては第 次 の を用い を進めた。

　Ａ溝の であるため、 出 れた遺構は、 て住 跡であ 、弥生時代中期の住 跡１

の か、中部 地系の 土器が出土する 方形の住 跡３ 、弥生時代後期の住

跡 21 、合 25 が 出 れた。その か、 石器時代の 、石器集中が 出 れて

いる。出土遺 は、弥生時代中期の 、後期の を つ岩鼻式の 、岩鼻式の住

跡からは久ヶ原式の 、 が して出土している。その かには、東海地方の菊川式の

である が れた などが住 跡から出土している。

 （５）第７次調査（第 15 図）

　第 次 は、1998（平成 10）年３ 17 日から 年３ 25 日まで 遺跡 会が

を行った。 は、新倉３丁目 2847 １、2861 ２であ 、遺跡の南向きの平

部から に地形が 化する地点であ 、第３次 区、第４次 区、第 次 区

に まれた である。 住宅 に う であるが、大部分が の土

によ 大き られてお 、 は 105 6 である。 においては第 次 の

を用い を進めた。

　 出 れた遺構は、一部が土 によ れているが、Ａ溝１ が 出 れた。Ａ

溝は、東 は直 であるが、西 の第４次 区に向かうに い かに している。

な出土遺 は、弥生時代後期の東海系 の土器 の か、 形土 １点など

がＡ溝中 よ 出土している。

第４節　第８次～第 14 次調査

 （１）第８次調査（第 16 図）

　 地改 に い、2000（平成 12）年４ ３日から 年 18 日に 教 会が

を した。 地点は 新倉３丁目 2839 １で、遺跡の 中 南東 にあ

た 、北 に第２次 区、南西 に第３次 区が隣 する。 は 787 である。

は、 機による表土 後、 によ 遺構 ・精 を行い、 については第

次 の を用いて を進めた。その 果、第２次 との を め弥

生時代の住 跡 24 の か、 石器時代の石器集中 、古墳時代後期の住 跡 が

出 れた。遺 は遺構 弥生時代が を成し、 に後期の 形土器・ 形土器 が住

を中 に出土した。
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 （２）第９次（Ａ区・Ｂ区）調査（第 16･17 図）

　 地改 に い、2001（平成 13）年２ 13 日から 29 日に 教 会が

を した。 区は、第２次 区を で南北２地点で れ、 新倉３丁

目 2832 １に する北 の 地をＡ区、 新倉３丁目 2840 1 に する南 の 地を

区とした。 はＡ区が 368 、 区が 479 である。 は、 地区とも

機による表土 後、 によ 遺構 ・精 を行った。その 果、第２・ 次

との を めＡ区で弥生時代の住 跡 の か、近 土 、 区で弥生時代の住

跡 16 の か、 石器時代の石器集中 、 ・平安時代の住 跡 が 出 れた。

遺 は 前の 弥生時代が を成し、 に後期の 形土器・ 形土器 が住 を

中 に出土した。

 （３）第 10 次調査（第 18 図）

　宅地造成 に い、2004（平成 16）年 11 １日から 年 11 26 日に 遺跡

会が を した。 地点は 新倉３丁目 2837 １で、遺跡の最も南東 台地

平 部にあた 、南 に第１次 区、北 に第２次 区が隣 する。 は道

地 宅地造成で 平 れるおそれがある で行い、 は 567 である。

　 出 れた遺構は、弥生時代のＡ溝（ 環濠）・ 溝（ 環濠）の か、 溝（ 環濠）

から住 跡１ 、方形周溝墓２ （１） が 出 れた。Ａ溝は 環濠の一部で、上 最

大幅 2 3 、 からの最大 1 1 を る。遺 は な 土中から弥生時代後

期と られる 形土器・ 形土器 が 出土した。 溝は 方向から 環濠の一部と

れＡ溝から南 14 に する。 出した では 6 1 、上 最大幅 1 8 、

からの最大 95 を る。遺 はＡ溝 、弥生時代後期と られる 形土器、

形土器 が 出土した。方形周溝墓２ は、 溝（ 環濠） 、台地 部 の平

地に近 して分 する。２ とも遺 が 平 形 は かでないが、第１次

の 成果およ 周辺に分 する遺構の時期から弥生時代と した。

 （４）第 11 次調査（第 18 図）

　 地改 に い、2004（平成 16）年 11 16 日から 年 12 24 日に 教 会

が を した。 地点は 新倉３丁目 2838 １の一部で、台地東 縁辺から

20 西 に まった台地上に し、東 に第 10 次 区が隣 する。 は

178 である。 は、 機による表土 後、 によ 遺構 ・精 を行った。

その 果、弥生時代の住 跡１ 、溝１ 、 時代の住 跡２ が 出 れた。弥生時

代の溝は、 方向 形 から の第２次・第 次Ａ区・第 10 次 で 出

れたＡ溝（ 環濠）と れる。 出した では上 最大幅 2 4 、 からの最大

1 1 を る。遺 は 土中から弥生時代後期を とした 形土器、 形土器 が大

に出土した。弥生時代の住 跡は、このＡ溝（ 環濠）から 10 れた に構

れている。

 （５）第 12 次調査（第 19 図）

　 地改 に い、2005（平成 17）年１ 28 日から 年 日に 教 会が

を した。 地点は 新倉３丁目 2834 １で、第２次 区の北 に隣 す
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る南北に る平 な 地が 地で、南 に第２次 区を で第 次 区、南西

に第 次 区が する。 は、 地１ 域を としたが、遺構・

遺 が に分 することから 期間が 期におよ ことが れたため、 区を東

西に２分 して西半分を第 12 次 として した。 は 400 である。

　 出 れた遺構は、第２次 との を め弥生時代の住 跡 11 、近 の土

で、遺 は に弥生時代後期の 形土器、 形土器 が住 を中 に出土した。

　また今 の では、 区北 台地縁辺部で環濠 に う を した。

午王山遺跡の環濠は、 の から南 では集落を う二つの環濠（Ａ溝・ 溝）の が

明らかになってお 、それらが北 でも して 周するかなどの を行うため、北 の

台地縁辺部の一 下がった 平 な２地点で を した。しかしながら、

においてはＡ で近・ 代の 溝１ が 出 れたの で、環濠は

れなかった。

 （６）第 13 次調査（第 20 図）

　遺跡の中 を東西に る 道の 幅 に い、2006（平成 18）年 16 日から 年

24日に 遺跡 会が を した。 地点は 新倉３丁目2825 ３で、

第２次 区の南 に隣 し、第 次 区の西 50 にあたる。 は道 を す

る で行い、 は である。

  出 れた遺構は、弥生時代の溝１ の か、近 の溝である。弥生時代の溝は、

方向 形 から第２次 で 出 れた 溝（ 濠）の南 部分と れる。

出した では上 最大幅 1 8 、最大 1 2 を る。遺 は し 、 土に

して二次 に流れ だと られる弥生時代後期の土器 が 出土した。

 （７）第 14 次調査（第 19 図）

　 地改 に い、2007（平成 19）年３ 日から 年 11 日に 教 会が

を した。 地点は 新倉３丁目 2834 １で、平成 17 年に が行われた

第 12 次 区の東 部分に たる。 は 684 である。 は、 機

による表土 後、 によ 遺構 ・精 を行った。その 果、第２・12 次 との

を め弥生時代の住 跡 16 の か、平安時代の住 跡、 時代の土 が 出

れた。遺 は遺構 弥生時代が を成し、 に後期の 形土器・ 形土器 が住 を

中 に出土した。

１）第 号方形周溝墓は、 （鈴木 2014）では 遺構（第 13・14 号溝 遺構）として したが、

本 では２ の溝は１ の方形周溝墓の一部であると した。

第５節　保存目的（第 15 次）調査と調査全体の概要　

 （１）保存目的（第 15 次）調査（第 17 図）

　第 15 次 は、2011（平成 23）年４ 26 日から 年４ 28 日まで 教 会が

を行った。 は、新倉３丁目 2831 １であ 、遺跡の平 部であるが、北
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の隣地は な 地となっている。今 の 地点の土地は、 来 に 跡として ・

する として、2010（平成 22）年 11 29 日 で土地 を わし、

の 地とした である。 は 306 である。

　第 15 次 は、 来 な を目 とするため、遺構 を 目 としたため、

上 での遺構の にとどめた である。 の 地にあわせ、 機によ

（ ）を し 上 にて遺構の を行った。遺構が れた部分

では、遺構の を するため を し、遺構上 の精 をし平 形 を平

によ 記 を行った。遺跡の のための であるため、遺構の 下 は行わなかっ

た。

　 出 れた遺構は、住 跡 、土 ２ である。 道 283 号 に した南 の３ の住

跡は、第２次 で 出 れている第 13 号住 跡、第 15 号住 跡、第 16 号住 跡と

する で れたため、第２次 の 号を した。新たに れた３ の住 跡

は、平 形が 形と 形に近い 形の平 形 をしている。 での 土の 、平

形 、周 の住 跡の 出 から て、弥生時代の住 跡と し、これまでの か

ら している通し 号として第 150 号住 跡、第 151 号住 跡、第 152 号住 跡と した。

　出土遺 は、遺構 が 目 で遺構 を行っていないため 出 れていない。

（２）調査全体の概要

　第１次～第 14 次までの は、遺跡の記 を目 とした が行われてい

る。第 15 次 は、上記のとお 目 の遺構 だ の である。午王山遺跡の

蔵 化 蔵地は、午王山 部の平 から にか ての部分が、遺構・遺 が す

る遺跡 である。その遺跡 の は 19 781 であ 、第１次から第 14 次 ま

での は 10 569 を 、午王山遺跡 の 53 4 が れている。

に弥生時代の住 跡 149 、方形周溝墓 、Ａ・ ・ とした の３ の溝 の遺

構と遺 が れ、遺跡の が 明している。
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　 は、 蔵 化 の 、 、 を することを目 として れる。

ここでは、 土 として遺構が れている地点、また 蔵 化 蔵地 ではあるが、

蔵 化 の が まれた地点の 果を する。

 （１）新倉３丁目 2837- １（第 10 次調査）地点（第 21 図）

　 者よ 1999（平成 11）年４ 16 日 で 教 会に し、宅地造成に

い 蔵 化 の について が 出 れ、 年４ 28 日に を した。

地点は、新倉３丁目 2837 １で は 1 119 である。 機 によ １

～ を れる。その 果、 地表 60 ～ 90 の で遺構を した。 れた遺構は、

溝１ と の である。

　次いで、2004（平成 16）年 10 12 日 で 教 会に し、 宅地造成に

い 蔵 化 の について が 出 れ、 年 10 22 日に を した。

機 によ ～ 16 を れる。その 果、 地表 70 ～ 105 の で遺

構を した。 した遺構は、溝３ と土 ２ である。

　 上２ の から １・２・ は第２次 、 ３・４・11 は第３

次 で 出 れた弥生時代の環濠の きと れる。なお、 30 上が たれ

が な道 ・新 部 宅地造成を行う については、第 10 次 と

して を行い、記 の をとることとなった。 が たれる は 土

とした。

 （２）新倉３丁目 2829- １地点（第 22 図）

　 者よ 2002（平成 14）年３ ４日 で 教 会に し、宅地造成に

い 蔵 化 の について が 出 れ、 年３ 12・13・14 日に を

した。 地点は、新倉３丁目 2829 １で は 922 である。 機 によ

１～ 10 を れる。その 果、 地表 45 ～ 159 の で遺構を した。

れた遺構は、住 跡 と溝３ である。 １・３・ ・ ・ の溝は、第２次

第 次 で 出 れた弥生時代の環濠の きと れる。 ・10 の溝
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は近・ 代の 溝である。なお、 の宅地造成 図によると が たれるため

土 とした。

 （３）新倉３丁目 2811- １地点（特別緑地保全地区）の斜面上部 （第 23・24 図）

　 者よ 2002（平成 14）年４ 10 日 で 教 会に し、分 住宅

に い 蔵 化 の について が 出 れ、 年４ 18・19・22・23 日に

を した。 地点は、新倉３丁目 2811 １で、 は 2 380 の一部、 上部

である。 機 によ １～ 13 を れる。その 果、 １・11・12・

13 の 地表 65 ～ 86 の で２ の溝を した。 １の溝は、東

ると られる。 11・12・13 は、１ の溝となる。なお、遺構が れたため

分 住宅 は中 れ、 土 となった。

　次いで、 新倉３丁目 2811 １地点で 環 よ 2008（平成 20）年 １日

で 教 会に し、 地 に い 蔵 化 の について が 出

れ、 年 16 日に 地を中 に を行った。 機 によ

14 ～ 22 を れる。その 果、 14・15・20 の 地表 70 ～ 140 の で遺構を

した。 14では溝２ を し、そのう １ の溝は 15の溝と する。

20 は、 前の 11・12・13 と し１ の溝となる。 上２ の

から れた遺構は溝４ である。なお、 ・ の仮 について、

会とした。

 （４）新倉３丁目 2830- １地点（第 25 図）

　 者よ 2018（平成 30）年４ 13 日 で 教 会に し、 地改

に い 蔵 化 の について が 出 れ、 年 16・17 日に を

行った。 地点は、新倉３丁目 2830 １で、 は 326 である。 機 によ

１～ を れる。その 果、 地表 50 ～ 80 の で遺構・遺 を した。

れた遺構は弥生時代と られる住 跡 5 である。 出 れた住 跡は、第２次

の第 16・17 号住 跡の き、第 15 次 の 152 号住 跡の きと れる。また、遺

は弥生時代土器を出土した（第 26 図・第 表）。なお、遺構・遺 が出土したため 地

改 を中 し、 土 とした。

 （５）新倉３丁目 2811- １地点（特別緑地保全地区）の斜面下部（第 23・24 図）

　午王山遺跡隣 地として 来 ・ 用のため、遺構の が の を 2019（平

成 31）年２ 日から３ 19 日まで行った。 地点は、新倉３丁目 2811 １の 下部

である。 によ 23 ～ 32 を れる。その 果、東 上部を 出し弥生時代の

遺構・遺 は れなかった。しかし、近・ 代の の跡あるいは第１次 で 出 れ

た地下道のような を した。また、 30 では上部から れてきた地 か

ら中・近 の 器を 出した。上記から、今 をしていない中 には平 があ 、今後

が な となる。
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第 22図　新倉３丁目 2829-１地点トレンチ配置図 (S=1/600)

第 21 図　新倉３丁目 2837-１地点トレンチ配置図 (S=1/600)
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第 23図　新倉３丁目 2811-１地点トレンチ配置図 (S=1/600)

第 24 図　新倉３丁目 2811-１地点トレンチ柱状図 (S=1/100）
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　午王山遺跡第２次 の と 行については、1981（ 56）年に が

行われた後、 者、 の などの によ 、一時中 していたが、1992（平

成４）年 に 行のための 本 の 化が し、 を 行することとなっ

た。しかし、 行に しては、本 の に があること、 に

期間が 期間であること によ 、 者であった鈴木敏弘と教 会が を

行い、 区 の遺構は するが、遺 については遺構に い にて器形、時期

区分などがわかるものを として することを した上で 成を進め、1993（平

成 ）年３ に 蔵 化 第 集 午王山遺跡 （第２次

）として 行した。その に を った 資料については

紀 に することを に し つ を進めた。

  今 、本 を 成するに た 、 の遺構出土遺 に加 、新たに となって

いた 資料（ ）を にて追加し することとした（ 下 遺資料 という）。

表（第 ～ 27 表）を 示しているため、 遺構出土の遺 で だったものを 明する。

  第３号住居跡出土遺物（第 27 図・第６表）

  第 27 図１は の で、 ～ は 遺資料である。 ～ は であ 、 には山形

が られる。 は 部に を す 型 な久ヶ原式の である。 ・ は であ 、

縁直下に が れている。 は 土 で、 あるいは の な２か の

と 成前 が４か あ の にも る土 である。午王山遺跡で出土した土

としては４点目である。

  第６号住居跡出土遺物（第 28 図・第７表）

  第 28 図 ～ は 遺資料で、 ・ は 、 は ある。 て 目によ 器 が れ、

には が れている。

  第７号住居跡出土遺物（第 29 図・第８表）

  第 29 図 1 は の で、 ～ は 遺資料である。 ～ は で、 は 目の で、

・ は の である。

  第９号住居跡出土遺物（第 30 図・第９表）

  第 30 図１～ は の遺 である。 は 遺資料で、 し の 縁を つ で 部

には が れている。

  第 10 号住居跡出土遺物（第 31 図・第 10 表）

  第 31 図１～ は の遺 で、 ・ は 遺資料で である。 は が

部、 縁部に れている。 は し 縁を つ で、 縁 には が

れている。

  第 16 号住居跡出土遺物（第 32 図・第 11 表）

  第 32 図１・２は の遺 である。 ～ は 遺資料で、 は で が

部に れている。

  第 17 号住居跡出土遺物（第 33 図・第 12 表）

  第 33 図 ・ は 遺資料で、 は し の 縁を つ 、 は 部に と が

第７節 第２次調査出土遺物補遺
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れる である。

  第 18 号住居跡出土遺物（第 34 図・第 13 表）

  第 34 図１～ は の遺 である。 ～ は 遺資料で、 は が に られ、

３と の久ヶ原式の である。

  第 19 号住居跡出土遺物（第 35 図・第 14 表）

  第 35 図１～ は の遺 である。 は 遺資料で、 が れた の

部である。

  第 21 号住居跡出土遺物（第 36 図・第 15 表）

  第 36 図 ・ は 遺資料で、 は し 縁を つ 、 は 部に が れて

いる。

  第 22 号住居跡出土遺物（第 37 図・第 16 表）

  第 37 図 は 遺資料で、 し の 縁を つ で に 目が れている。

  第 23 号住居跡出土遺物（第 38 図・第 17 表）

  第 38 図１は の台 である。第２次 では第 32 号住 跡出土と れていた

が、遺 の などを行ったところ、第 23 号住 跡の出土遺 であることが れた。

・ は 遺資料で、 は で が 部に れている。 は 部に が ら

れる である。

  第 25 号住居跡出土遺物（第 39 図・第 18 表）

  第 39 図 は 遺資料で、 目が れる である。

  第 30 号住居跡出土遺物（第 40 図・第 19 表）

  第 40 図１～ 10 は の遺 である。 ・ は 遺資料で、 の 部には が

れ、 ・ と の である。

  第 31 号住居跡出土遺物（第 41 図・第 20 表）

  第 41 図 ～ は 遺資料で、ともに である。 は の 下 を で区

している。 は が られる。ともに午王山遺跡の遺 の中では に し

い土器である。

  第 32 号住居跡出土遺物（第 42 図・第 21 表）

  第 42 図 は 遺資料で、 し の 縁を つ で に 目が れている。

  第 33 号住居跡出土遺物（第 43 図・第 22 表）

  第 43 図 ・ は 遺資料で、ともに である。 は と 形 が 部に

れている。

  第 36 号住居跡出土遺物（第 44 図・第 23 表）

  第 44 図 ～ は 遺資料で、 と は 一 である。 ・ はともに 部 後

が れる 目 である。

  第 43 号住居跡出土遺物（第 45 図・第 24 表）

  第 45 図１は の である。 は 遺資料で 目 である。

  第 44 号住居跡出土遺物（第 46 図・第 25 表）

第 46 図１・２は の である。ともに 部 後 が れる 目 で
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ある。 は 遺資料で、 合 縁に 、 目が れる である。

Ａ溝（第２次調査第２号溝）出土遺物（第 47 図・第 26 表）

  Ａ溝（第２次 第２号溝）とは の第２次 区の第２号溝（ 号）である。第

47 図１・２は の である。 ～ は 遺資料で、 ・ は で 部と 部を する

に を った の が れている。 は 区 と 、 は

による 、 は 部が れ が れている である。

第２次調査区出土遺物（第 48 図・第 27 表）

  第 48 図 は 遺資料である。 で、 区域 に が れ 目

後 が れている。 部分に 子 が られる。出土 は２次

区 区一 である。
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第Ⅳ章　検出された遺構と遺物

第１節　弥生時代住居跡と遺物

　弥生時代の住 跡は、第２次 から通し 号を し、第１号住 跡から、第 14 次

までの第 149 号住 跡となった。第 15 次 では住 号は しているが、遺構の分

の の で遺構精 を行っていないため、本 において集成し しているものは、

が している合 149 分の住 跡である。集成した第 49 ～ 189 図の 住 跡

の 図は、第１号住 跡から住 号 となっている。しかし、今 の においては、

遺跡 を 通し、弥生時代集落の と環濠を めた集落 の に めるため、住

形 出土遺 によ 時期区分が できる住 跡を として区分ごとに遺構 明の記

を行った。そのため、 で住 形 が 明なもの 出土遺 が ない住 跡などは、

遺構 明の記 はな 集成図の の である。

　弥生時代中期後半　弥生時代中期の住 跡は、３ 出 れい れも中期後半の宮ノ台式

期である。

　第 82 号住 跡（第 125 図）は第 次 区で 出 れた。第 83・84 号住 跡に れて

いる。平 形は が る 方形を し、 は 7 6 を る。 方向は 53

を す。出土遺 は、第 125 図 10、11、12 は 部を し にする 台 の か

の 石などが 土中よ 出土し、中期の を している。

　第 87 号住 跡（第 130 図）は、第 次 区で 出 れた。第 89・91・95 号住 跡に

れている。平 形は、 が る 方形を し、 は 6 2 を る。 方向は

50 を す。出土遺 は、第 130 図１、２は 部が れる で、１は
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が れてお 、中期の を している。

　第 133 号住 跡（第 175 図）は、第 12・14 次 区で 出 れた。第 132・142・144 号

住 跡に れている。平 形は、 が る 方形を し、 は 6 7 を る。

方向は 50 を す。出土遺 は、第 175 図１・２は 部が れる で、ともに

部に が れてお 、中期の を している。

　弥生時代後期前半　 が な岩鼻式土器を う 方形の住 形 を す

る住 跡 である。第１、３、18、72、74、81、97、105、108、119、124、137、141 号住

跡が で合 13 が 出 れている。

　第１号住 跡（第 49 図）は、 住 であ 、第１・ 次 区で 出 れ、 ２号住

跡に れている。平 形は が かな 方形を し、 は 8 7 、 6 4

を る。 方向は 56 を す。 跡は、 ２本の よ し に

する地 である。 の平 形は 形である。出土遺 は、第 49 図１の １点であ 、

部に１ の が 、上下に が れている。

　第３号住 跡（第 51 図）は、第２次 区で 出 れ、北 は 区に ている。

平 形は四 が大きな を つ小 形を し、 は 9 75 を 、 は 8 4 前後

と れる。 方向は 53 を す。 跡は４ 出 れ、 に った

の し に大型の 式 が１ し、その 、中 部に 形と 形、 部と

られる 行 近 に地 が 出 れている。 の東 には、 を つ 蔵

が 出 れている。出土遺 は、第 51 図１～ であ 、 の１の の か、４は山

形の 、 は 縁下に 合 を す でともに久ヶ原式の を示している。 は

土 であ 、弥生時代の遺構から に出土している。

　第 18 号住 跡（第 66 図）は、第２次 区で 出 れ、北 の一部は 区 に て

いる。平 形は が めな 方形を し、 は 6 25 を る。 方向は 52

を す。 跡は、 の よ に する地 である。出土遺 は、第 66

図１～ であ 、３・ などは、 縁から 部にか て器 に 合 を す、久ヶ原式の

を示す が出土している。

　第 72 号住 跡（第 115 図）は、 住 であ 、第 次 区で 出 れ、第 59 号、第

73 号住 跡に れている。平 形は が かな 方形を し、 は 6 4 、

は 5 4 を る。 方向は 68 を す。 跡は地 が２ 出 れ、

の 上に１ 、 上に１ している。 の平 形は、 形である。

出土遺 は、第 115 図１～ 20 であ 、11 ～ 14、16 ～ 20 は中部 地系の を つ土器で

ある。４・ は を す 、15 は 区 があ に久ヶ原系土器で、 し

て出土している。

　第 74 号住 跡（第 117 図）は第 次 区で 出 れ、平 形は が めな 方形

を し、 は 5 4 、 は 5 0 を る。 方向は 81 を す。 跡は地

が３ 出 れ、 の 上に１ 、 上に１ 、住 中 に１ し

ている。 の平 形は、 形である。出土遺 は、第 117 図１～ 13 であ 、１～

は岩鼻式の を つ土器で、１・３・ には が れている。 は を
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す 、13 は山形区 の であ に久ヶ原系土器である。２系 の土器 が

して出土している。

　第 81 号住 跡（第 124 図）は、第 次 区で 出 れた。平 形は が めな

方形を し、 は 5 7 、 は 5 0 を る。 方向は 71 を す。 跡は

地 が２ 出 れ、 の 上に１ 、 上に１ している。

の平 形は、 形である。出土遺 は、第 124 図１～ 16 であ 、２・３・ ・ ・15

は岩鼻式の を つ土器である。13 は し 縁部に を つ久ヶ原系の であ

る。２系 の土器 が して出土している。

　第 97 号住 跡（第 140 図）は、第 次 区で 出 れ、第 98 号住 跡に上部が れ

ている。平 形は が めな 方形を し、 は 6 9 、 は 5 9 を る。

方向は 64 を す。 跡は地 が２ 出 れ、 の よ し に

１ 、 よ し に１ している。 の平 形は、 形である。出

土遺 は、第 140 図１～ 12 であ 、１～４は岩鼻式の を つ土器で、 に１・２は

と が れている。

　第 105 号住 跡（第 148 図）は、第 次 区で 出 れ、東 は 区に ている。

平 形は が めな 方形を すると われる。 は 明、 は 4 2 を る。

方向は 53 を すと れる。 跡は地 が１ 出 れ、 の

上に している。 の平 形は、 形である。出土遺 は、第 148 図１・２であ 、

１は岩鼻式の を つ、 が れている。

　第 108 号住 跡（第 151 図）は、 住 であ 、第 次 区で 出 れた。 14

号住 跡に上部が れている。平 形は が めな 方形を し、 は 7 8 、

は 6 5 を る。 方向は 48 を す。 跡は地 が２ 出 れ、 方

向で の よ し にある は、 部に 形の 土の があ は 式

と れているが、 土 のものは 出 れていないので 土にて 石を した地

とした。その の は 上に している。 の平 形は、 形である。出

土遺 は、第 151 図１～ 17 であ 、１・ ～ 10 は岩鼻式の を つ土器で、 に１・

は と が れている。

　第 119 号住 跡（第 162 図）は、 住 であ 、第 次 Ａ区で 出 れ、第 118・

121 号住 跡に れている。平 形は が めな 方形と れる。 は 明、

は 3 55 を る。 方向は 11 を す。 跡は地 で、 の

よ に している。 の平 形は、２本が 形、２本が 形である。住 形

と の 出 などから て、出土遺 が な であるが岩鼻式期の住 跡と

られる。

　第 124 号住 跡（第 166 図）は、 住 であ 、第 次 Ａ区で 出 れ、東 は

区 、上部は第 122 号住 跡に れている。平 形は が めな 方形と

れ、 は 明、 は 5 7 を る。 方向は 47 を す。 跡は地

が１ 出 れ、 ２本の 上に している。 の平 形は、 形である。

出土遺 は、第 166 図１～ であ 、１は岩鼻式の を つ土器で と
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が れている。

　第 137 号住 跡（第 179 図）は、 住 であ 、第 12 次 区で 出 れ、第 130・

138 号住 跡に れている。平 形は が かな 方形を し、 は 9 15 、

は 7 4 を る。 方向は 60 を す。 跡は地 が３ 出 れ、

２本の 上に１ 、 上に２ している。 の平 形は 形と 形

である。出土遺 は、第 179 図１～ 17 であ 、 ・12・13 は岩鼻式の を つ土器で

と が れている。また、２・３の 縁から 部にか て器 に 合

を す久ヶ原式の を示す も出土し、 していることを示している。

　第 141 号住 跡（第 183 図）は、 住 であ 、第 14 次 区で 出 れ、平安時代

の 17 号住 跡に れている。平 形は が めな 方形を し、 は 5 8 、

は 3 8 を る。 方向は 33 を す。 跡は地 が１ 出 れ、

方向で 上に し、 部に 形の 土の があ は 式 と れて

いるが、 土 のものは 出 れていないので 土にて 石を した地 とした。

の平 形は、 形である。出土遺 は、第 183 図１～ 29 であ 、１～ ・ ・ ・

25・28・29 は岩鼻式の を つ土器で と などが れ、 は器形

が岩鼻式であるが には吉ヶ谷式の である。また、12 は、 部器 に 合 を

す で、20・21 は が られ久ヶ原式の を表し、 していることを示して

いる。

　弥生時代後期中葉の前半　下戸塚式の土器と に久ヶ原Ⅱ式古 の遺 が れる

住 跡 である。第４、 、 、11、20、24、27、57、59、68、73、75、84、86、90、91、

93、100、107、110、113、118、121、128、129、138、144 号住 跡が で合 27 が

出 れている。

　第４号住 跡（第 52 図）は、第２・ 次 区で 出 れ、第 11・77 号住 跡と し

てお 、第２次 区では第 11 号住 跡の東 を して構 れている。第 77 号住 跡と

の新 は 明である。平 形は小 形を し、 は6 6 を 、 は5 1 を る。

方向は 47 を す。 跡は の の に 式 が１ 出 れた

が、 の下には地 が し、地 から 式 の が れた。 に

った南東 には、 を つ 蔵 と 部と られる 行 が 出 れている。

出土遺 は、第 52 図１～ 12 であ 、３・４・ ・10 の は久ヶ原式の を示している。

　第 号住 跡（第 56 図）は、第２・ 次 区で 出 れ、第 号住 跡と してお 、

第 号住 跡に が れている。平 形は小 形を し、 は 6 2 、 は 5 3

を る。 方向は 56 を す。 跡は の の に 式 が１

出 れたが、 の下には地 が し、地 から 式 の が れた。

出土遺 は、第 56 図１～ であ 、２・３の は久ヶ原式の を示している。

　第 号住 跡（第 57 図）は、第２・ 次 区で 出 れ、第 ・78 号住 跡と し

ている。新 は本住 跡が第 号住 跡の を し、本住 跡の上に第 78 号住 跡

が構 れている。平 形は小 形を し、 は 6 8 、 は 5 6 を る。 方向

は 48 を す。 跡は の の に地 が１ 出 れた。 に っ
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た南東 には、 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第 57 図１～ であ 、１の は

目 区 と が れている。

　第 11 号住 跡（第 59 図）は、第２・ 次 区で 出 れ、第４・10・77 号住 跡と

している。新 は本住 跡が第４・10・77 号住 跡に れている。平 形は小

形を し、 は 6 1 を る。 方向は 44 を す。 跡は 上の住 中

から 北西よ に 式 が１ 出 れた。出土遺 は、第 59 図１～ であ 、

の小 は 蔵 から出土している。

　第 20 号住 跡（第 68 図）は、第２次 ・第 次 区で 出 れ、第 19・21 号住

跡と している。新 は本住 跡が第 19・21 号住 跡に れている。平 形は

小 形と れ、 は 8 0 、 は 6 7 を る。 方向は 59 を す。

跡は の の に 式 が１ 出 れた。出土遺 は、第 68 図１・２の

形土器 が 土中から 出 れている。

　第 24 号住 跡（第 71 図）は、第２次 ・第 次 区で 出 れ、第 19・114 号住

跡と している。新 は本住 跡が第 19・114 号住 跡に れている。平 形は

小 形を し、 は 6 8 、 は 5 3 を る。 方向は 53 を す。 跡

は の の に 式 が１ 出 れた。 に った南東 には、

部と られる が 出 れている。出土遺 は、第 71 図１～ 15 であ 、３の台 は

跡近 の で 出 れた。 ・ の が れる土器の か、10 の 目

区 と が れている土器も出土している。

　第 27 号住 跡（第 74 図）は、第２・12・14 次 区で 出 れ、第 138 号住 跡と

している。新 は本住 跡が第 138 号住 跡を している。平 形は が る小 形

を し、 は 4 9 、 は 4 3 を る。 方向は 61 を す。 の

に が 出 れていることから、住 跡の が れる。 跡は の

の に 式 が１ 出 れた。 の南東 には、 蔵 が 出 れている。

出土遺 は、第 74 図１～ であ 、２の は 跡で 出 れた。 ・ の には 区

と が れている。

　第 57 号住 跡（第 101 図）は、第 次 区で 出 れた。 住 のため、 土に

は 化 、 土が していた。平 形は小 形を し、 は 7 22 、 は 6 4 を

る。 方向は 53 を す。 跡は２ 出 れ、１ は 式 であ

の の し、 部分には、第 101 図 12 の の大型 が め まれていた。

の下には地 が し、地 から 式 の が れた。もう１ は、

住 中 部に地 が していた。 に った南東 には、 蔵 と 部と ら

れる 形の が 出 れている。出土遺 は、第 101 図１～ 27 であ 、１・２は

直上で形を した で 出 れた。４は によ 区 を表し が れてい

る。１・２の は器形などから東海地方の 式の を示している。

　第 59 号住 跡（第 103 図）は、第 次 区・ 次 区で 出 れ、第 58・72 号住

跡と している。新 は土 から本住 跡が第 72 号住 跡を し、第 58 号住

跡に れている。平 形は小 形と われる。 方向は 83 を す。 跡は
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地 １ が 出 れた。出土遺 は、第 103 図１～ が 土中からの出土であ 、１・２

は 部に が れる である。

　第 68 号住 跡（第 111 図）は、第 次 区で 出 れ、第 69 号住 跡と している。

新 は本住 跡が第 69 号住 跡に れている。平 形は小 形を し、 は 3 8

を る。 方向は 64 を す。 跡は の の に 式 が１

出 れたが、 の下には地 が し、地 から 式 の が れ

た。 の南東 には、 を つ 蔵 と 部と られる 行 が 出 れて

いる。出土遺 は、第 111 図１～ 11 であ 、１・２は 区 と が れる

が出土している。

　第 73 号住 跡（第 116 図）は、第 次 区で 出 れ、第 72 号住 跡と している。

新 は本住 跡が第 72 号住 跡を して構 れている。 住 のため、 土には

化 、 土が していた。平 形は小 形を し、 は 4 7 、 は 3 9 を る。

方向は 49 を す。 跡は地 が１ 出 れた。 に った南東 に

は、 蔵 と られる 形の が 出 れている。出土遺 は、第 116 図１～ であ

、３の 部 は が れている。 の を す と の 区

と の は に久ヶ原式の を示している。

　第75号住 跡（第118図）は、第 次 区で 出 れ、第76・77号住 跡と している。

新 は本住 跡を第 76 号住 跡が し、 らに第 77 号住 跡が２ を している。平

形は が る 方形を し、 は 6 3 、 は 5 0 を る。 方向は 50

を す。 跡は２ 出 れ、 の の に 式 が１ 、住 中

近に地 が１ 出 れた。 の南東 には、 蔵 と が 出 れている。出

土遺 は、第 118 図１～ 12 であ 、１・ の 下半部が する器形の 、11・12 の

部が れている台 などは東海系の が られる。

　第 84 号住 跡（第 127 図）は、第 次 区で 出 れ、第 82 号住 跡と している。

新 は本住 跡が第 82 号住 跡の を して構 している。平 形は小 形を し、

は 7 0 、 は 5 5 を る。 方向は 48 を す。 跡は の

の に 式 が１ 出 れたが、 の下には地 が し、地 から 式

の が れた。 に った南東 には、 を つ 蔵 が 出 れて

いる。出土遺 は、第 127 図１～ 18 であ 、 の は 蔵 から 出土し、 下半

部が する器形で東海系の が られる。

　第 86 号住 跡（第 129 図）は、第 次 区で 出 れ、第 85・89 号住 跡、 号住

跡と している。新 は本住 跡が第 85・89 号住 跡に を れている。平

形は が る 方形を し、 は 5 3 、 は 4 7 を る。 方向は 28

を す。 跡は の の に 式 が１ 出 れた。 に った南東

には、 部と られる と 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第 129 図１

～ であ 、１の は によ 区 を表し区 には の で

が れ、東海系の が られる。２～４は 合 縁の で が れている。

　第 90 号住 跡（第 133 図）は、第 次 区で 出 れ、第 91 号住 跡と している。
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新 は本住 跡が第 91 号住 跡に 、 、 跡が れている。平 形は が る

方形を し、 は 、 は 4 4 を る。 方向は 37 を す。

に った南東 には、 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第 133 図１～ 14 であ 、

３・４の の 部は 後 が れ、東海系の が られる。

　第 91 号住 跡（第 134 図）は、第 次 区で 出 れ、第 87・90 号住 跡、 11 号

住 跡と している。新 は本住 跡が第 87・90 号住 跡を して構 れ、 11

号住 跡に れている。平 形は小 形を し、 は 、 は を る。

方向は 39 を す。 跡は の の に地 が２ して 出 れ

た。 が 出 れたことと の から、この住 跡は て に い の

が行われたことが 明した。 に った南東 には、 を つ 蔵 が 出 れてい

る。出土遺 は、第 134 図１～ であ 、 の は 区 の と の 点

部分に が 午王山遺跡では出土が ない である。 は山形の 区 に

が れている。

　第 93 号住 跡（第 136 図）は、第 次 区で 出 れ、第 92 号住 跡、 12 号住

跡と している。新 は本住 跡が第 92 号住 跡に 、 、 跡が れ、 12 号

住 跡にも れている。平 形は が る 方形を し、 は 5 1、 は 4 8

を る。 方向は 51 を す。 ４本と に った 部と られる

が 出 れている。出土遺 は、第 136 図１～ であ 、１・２の の 部は

が れている。

　第 100 号住 跡（第 143 図）は、第 次 区で 出 れた。平 形は の が

ない小 形を し、 は 5 3 、 は 4 8 を る。 方向は 19 を す。

跡は の 上に が１ 出 れた。 跡は白 土 と 土 が し

式 が れた後も 用 れた な地 である。 に った南東 には、 部

と られる と 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第 143 図１～ 15 であ 、１の

は が れている。３～ は 区 と が られる。15 の土 は

直上からの出土である。

　第 107 号住 跡（第 150 図）は、第 次 区で 出 れた。第 94 号住 跡と し

ている。新 は本住 跡が第 94 号住 跡を して構 れている。平 形は 形

を し、 は 4 2 、 は 3 78 を る。 方向は 62 を す。 跡

は 中 よ 北西に地 が１ 出 れた。 に った南東 には、

部と られる と 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第 150 図１～４であ 、２は

縁部から 部にか て を す である。

　第 110 号住 跡（第 153 図）は、第 次 区で 出 れた。第 113 号住 跡と し

ている。新 は本住 跡の が第 113 号住 跡に れている。平 形は小 形を

し、 は 4 3 、 は 3 6 を る。 方向は 46 を す。 跡は

の の に 式 が１ 出 れ、 は 化が であった。 に っ

た南東 には、 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第 153 図１～４であ 、１の の

部は が れている。
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　第 113 号住 跡（第 156 図）は、第 次 区で 出 れた。第 110・111 号、 10 号

住 跡と している。新 は本住 跡が第 110 号住 跡を し、第 111 号住 跡に

れている。平 形は 方形を し、 4 1 、 3 8 を る。 方向は

37 を す。 跡は の の に 式 が１ 出 れ、 は

化が であった。 に った南東 には、 蔵 が 出 れている。出土遺 は、

第 156 図１～ 7であ 、２の の 縁 には の が れている。

　第 118 号住 跡（第 161 図）は、第 次 Ａ区で 出 れた。第 119 号住 跡と し

ている。新 は本住 跡が第 119 号住 跡を して構 れている。平 形は 方形

を し、 4 14 、 4 08 を る。 方向は 70 を す。 跡は２

出 れ、 の 上の に 式 があ は 化が であった、

から の 70 南東に小型の地 があ 土の は であった。出土遺

は、第 161 図１～４であ 、１の は で 出 れ は 区 に 、

が れている。

　第 121 号住 跡（第 163 図）は、第 次 Ａ区で 出 れた。第 119 号住 跡と し、

新 は本住 跡が第 119 号住 跡を している。住 跡の 方の の 出のため

、 跡が している。平 形は 方形を し、 は 5 7 、 は 4 45 を る。

方向は 78 を す。出土遺 は、第163図１～10が 方 土中からであ 、１・

４・ の の 部には が れている。

　第 128 号住 跡（第 170 図）は、第 12 次 区で で 出 れている。平 形は

形を し、 は 4 0 、 は 3 8 を る。 方向は 明である。 跡は中 よ

北 に 式 が１ 出 れた。 の下には地 が し、地 から 式 の

が れた。南東 には、 を つ 蔵 が２ 出 れている。出土遺

は、第 170 図１～ であ 、１・ の の 部に が れている。

　第 129 号住 跡（第 171 図）は、第 14 区で で 出 れている。平 形は な

方形を し、 は 3 3 、 は 3 0 を る。 方向は 80 を す。

跡は中 よ 北 に地 が１ 出 れた。 跡 には第 171 図１の の大型 が め

まれていた。東 には、 を つ 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第 171 図１

～ であ 、１の は 縁 に が３ れている。

　第 138 号住 跡（第 180 図）は、第 12 次 区で 出 れ、第 27・137 号住 跡と

している。新 は、本住 跡が第 27 号住 跡に が れ、第 137 号住 跡を して

構 れている。平 形は が る 方形を し、 は 5 4 、 は 4 9 を る。

方向は 68 を す。 跡は の の に地 が１ 出 れた。

に った南東 には、 を つ 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第 180 図１

～ 28 であ 、 ・ の を つ の か、13 の 目 区 と を

表した 、21 ～ 23・25 の の 部に が れている東海系の が られる

遺 も している。

　第 144 号住 跡（第 186 図）は、第 14 次 区で 出 れた。第 133 号住 跡、第 号

溝と している。新 は本住 跡が第 133 号住 跡を し、第 号溝に れてい
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る。平 形は小 形を し、 は 7 1 を る。 方向は 59 を す。 跡は

の の に 式 と地 が して 出 れ、 合い から地 か

ら 式 に たことが る、 の は 化が であった。出土遺

は、第 186 図１～ 15 であ 、１は 部に の が れる で からの出土である。

11 は が かれている である。14・15 は土 である。

　弥生時代後期中葉の後半　下戸塚式と に久ヶ原Ⅱ式新 の遺 が れる住 跡

である。第 、10、12、14、16、30、42、44、50、51、52、58、63、69、77、78、88、92、

95、130、132、142、146 号住 跡が で合 23 が 出 れている。

　第 号住 跡（第 53 図）は、第２・ 次 区で 出 れ、第 号住 跡と している。

新 は第２次 の遺構 では本住 跡が新しい。平 形は小型の小 形を し、

は 4 1 、 は 3 5 を る。 方向は 87 を す。 跡中 よ 北 に

し地 が１ 出 れた。 に った南東 には、 部と られる 行

が 出 れている。出土遺 は、第 53 図１～ 11 であ 、 は を す 、10・11

も である。

　第 10 号住 跡（第 58 図）は、第２次 区で 出 れ、第 11 号住 跡と している。

新 は本住 跡が第 11 号住 跡を して構 れている。平 形は が った 方

形を し、 は 4 15 、 は 4 0 を る。 方向は 60 を す。 跡は

中 よ 北西に し 式 が１ 出 れた。東 に って 蔵 が 出 れた。

出土遺 は、第 58 図１～ であ 、１の 、４・ の は 跡からの出土で、３の 台部

は 跡から 部は西 から出土し 合した。１は 目 区 と が れて

いる。３・４の台 は 部に が れている。これらの土器は東海系の が

られる。

　第 12 号住 跡（第 60 図）は、第２・ 次 区で 出 れた。後 の第 号土 と

している。新 は本住 跡が、第 号土 に れている。平 形は小 形を し、

は 5 7 、 は 4 6 を る。 方向は 55 を す。 跡は中 よ 北

西 に 式 、中 よ 南東 に地 の ２ が 出 れた。 の は 化

が であった。 に った南東 には、 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第

60 図１～ であ 、 の は 部に が れ、東海系の が られる。

　第 14 号住 跡（第 62 図）は、第２・ 次 区で 出 れ、後 の １号住 跡と

している。新 は本住 跡が １号住 跡に を れている。平 形は 小 形を

し、 は 5 3 、 は 4 3 を る。 方向は 55 を す。 跡は中 よ

北西 に 式 が 出 れたが、 の下には地 が し、地 から 式

の が れた。 に った南東 には、 蔵 が 出 れている。出土

遺 は、第 62 図１～ であ 、 の は 直上から がまとまって出土し、 部に

は が れている。３の の も め東海系の が られる。

　第 16 号住 跡（第 64 図）は、第２次 区で 出 れ北 半分は 区 に ている。

第 15・17 号住 跡と し、新 は本住 跡が第 15 号住 跡を って、第 17 号住

跡に を れている。平 形は小 形を し、 は 6 5 、 は 5 6 を
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る。 方向は 57 を す。 跡は の に 式 が 出 れ、

の は 化が であった。出土遺 は、第 64 図１～ であ 、２・ の

は 部に が れている。４の の も め東海系の が られる。

　第 30 号住 跡（第 77 図）は、第２ ・第 次 区で 出 れた。第 47 号住 跡、

溝、後 の第３号溝と している。新 は本住 跡が、第 47 号住 跡を し、

溝の上に を 住 が構 れている。平 形は小 形を し、 は 7 46 、

は 6 42 を る。 方向は 58 を す。 跡は３ 出 れ、そのう 一 大き

なものは の の に 式 が 出 れている。 の２ の地 は小

土も であった。 に った南東 には、 を つ 蔵 と の 向

が 出 れている。出土遺 は、第 77 図１～ 12 であ 、 ・ は 区 に

が れる である。

　第 42 号住 跡（第 89 図）は、第２ ・第 次 区で 出 れた。第２次 では

住 の 跡が れたの であった。平 形は小 形を し、 は 4 1 を る。

方向は 60 を す。 跡は中 よ 北西に し地 １ が 出 れた。

に った南東 には、 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第 89 図１～ である。

１は山形の が れる であ 、４・ は 区 に が れる である。

は 目 と が れている。

　第 44 号住 跡（第 90 図）は、第２次 区で 出 れ、第 46・33 号住 跡と している。

新 は本住 跡が第 46 号住 跡を し、第 33 号住 跡に北東 １ ３が まで

れている。平 形は 方形を し、 は 4 1 、 は 3 8 を る。 方向は

65 を す。 跡は住 中 よ 北西に し 形の地 が１ 出 れ

た。出土遺 は、第 90 図１～３であ 、１・２の は 部に が れている。

　第 50 号住 跡（第 95 図）は、第４次 区で 出 れ、Ａ溝と している。新

は土 の からも明らかで本住 跡がＡ溝の上部に構 れている。平 形は小 形

を し、 は 5 28 、 は 4 6 を る。 方向は 34 を す。 跡は

の に し地 が１ 出 れ、 には第 95 図３の 大型 が

め まれていた。 に った南東 には、 を つ 蔵 が 出 れている。本住

跡の 土は、 化 と 土の が住 の北西域に 分 しているため 住 の

がある。出土遺 は、第 95 図１～ 20 である。３は 跡、４の小型 は 蔵 からの

出土である。その かは、 土中 土中 からの出土遺 が を めている。10・16・

20などは久ヶ原式の を示している。 は 部の 、17は の によ 、

・17 の２点は東海系の が られる。

　第 51 号住 跡（第 96 図）は、第４次 ・第 次 区で 出 れた。Ａ溝と し、

新 は土 の から本住 跡がＡ溝の上部に構 れている。平 形は 形に近

い 方形を し、 は 3 6 、 は 3 6 を る。 方向は 62 を

す。 跡は中 よ 北西に し 式 が１ 出 れ、 跡周辺に第 96 図１・２

の が出土している。 に った南東 には、 蔵 が 出 れている。本住 跡の

は、 で としているがＡ溝 土の上にあるため地 下し で 出
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れた。出土遺 は、第 96 図１～ 15 である。 は 部の 、 ・ は の

によ 東海系の が られる。

　第 52 号住 跡（第 97 図）は、第４次 区で 出 れた。住 跡の大半が に い

れ、 する 溝も しているため新 は 明である。平 形は が る

方形を し、 は 5 0 を る。 方向は 67 を す。出土遺 は、第 97 図

１～ 14 である。 の は 部の が れている。

　第 58 号住 跡（第 102 図）は、第 次 区で 出 れた。本住 跡は に う

によ 、 の一部が してお 、第 59 号住 跡と している。新 は土

の から本住 跡が第 59 号住 跡を して構 れている。平 形は 方形を し、

は 4 5 、 は 4 3 を る。 方向は 58 を す。 跡は

の に し地 が１ 出 れた。 に った南東 には、

部の の 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第 102 図１～ である。４・ は

が れる であ 東海系の が られる。

　第 63 号住 跡（第 106 図）は、第 次 区で 出 れ、第 62 号住 跡、 溝と

している。新 は土 の から本住 跡が第 62 号住 跡に を れ、 溝上

部に構 れている。平 形は 形を し、 4 0 を る。 方向は 44 を す。

跡は中 よ 北西に し地 が１ 出 れた。出土遺 は、第 106 図１～ で

ある。１・ は 跡 から出土した。１の は 目 と が れ、東海系の

が られる。

　第 69 号住 跡（第 112 図）は、第 次 区で 出 れ、第 68 号住 跡と している。

新 は土 の から本住 跡が第 68 号住 跡を して構 れている。平 形

は小 形を し、 は 3 2 、 は 2 8 を る。 方向は 50 を す。

跡は中 よ 北 に し 形の地 が１ 出 れた。出土遺 は、第 112 図１

～ である。１・２・４・ は が れる である。 は 土 である。

　第 77 号住 跡（第 120 図）は、第 次 区で 出 れた。第４・11・75・76・79 号住

跡と している。新 は土 の から本住 跡が第 11・75・76・79 号住

跡を して構 れている。第４号住 跡との新 は土 では 明である。平 形は

が る 方形を し、 は 7 4 を る。 方向は 46 を す。 跡は

の に し 式 が１ 出 れた。出土遺 は、第 120 図１～ 17

である。 の は 目 区 と が れ、15 の は 部下半が

する器形であることから東海系の が られる。

　第 78 号住 跡（第 121 図）は、第 次 区で 出 れた。第 号住 跡と している。

新 は土 の から本住 跡が第 号住 跡を して構 れている。平 形は

形を し、 は 3 6 を る。 方向は 44 を す。 跡は中 よ

北 に し地 が１ 出 れた。 に った南 には、 を つ 蔵 が

出 れている。出土遺 は、第 121 図１～ である。４の は 部下半が する器形

である。

　第 88 号住 跡（第 131 図）は、第 ・ 次 区で 出 れた。 10 号住 跡と第 89・
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112 号住 跡と している。新 は土 の から本住 跡の上部を 10 号住

跡に れ、第 89・112 号住 跡を して構 れている。平 形は が い小

形を し、 は 4 1 、 は 3 5 を る。 方向は 56 を す。 跡は中

よ 北西に し 式 が１ 出 れ、 の下の地山 も で 化していた。

住 の南東 には が集中して出土する が れた。その と に第 131 図 の

小型 が出土している。出土遺 は、第 131 図１～ である。２は が れている

である。３～ は 部の が れている である。

　第 92 号住 跡（第 135 図）は、第 次 区で 出 れた。第 93・94 号住 跡と し

ている。新 は土 の から本住 跡が第 93・94 号住 跡を して構 れて

いる。平 形は が る 方形を し、 は 4 2 を る。 方向は 50 を

す。 跡は の に し 形の地 が１ 出 れた。出土遺

は、第 135 図１～４である。２の は 部下半が する器形である。

　第 95 号住 跡（第 138 図）は、第 次 区で 出 れた。第 87 号、 11 号住 跡と

している。新 は土 の から本住 跡が第 87 号住 跡を し、 11 号住

跡に れている。平 形は小 形を し、 は 5 9 、 は 4 9 を る。 方

向は 35 を す。 跡は の に し 形の 式 が１

出 れたが、 の下は の よ 一 大きな が し、 には

が められ、地 から 式 の が れる。 に った南東 に

は、 部の の 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第 138 図１～ 13 である。

１は を つ 合 縁の である。２は の土 である。

　第 130 号住 跡（第 172 図）は、第 12 次 区で 出 れたが、遺構の半分近 が西

の 区 てお 、第 131・137 号住 跡と している。新 は土 の

から本住 跡が第 137 号住 跡を し、第 131 号住 跡に れている。平 形は小 形

と られ、 は 5 5 を る。 方向は 47 を す。 に った南東

には、 を つ 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第 172 図１～ 10 である。 ・

の は 目 と が れている。１の は 部の 後 が

れ、ともに東海系の が られる。

　第 132 号住 跡（第 174 図）は、第 12 次 区で 出 れた。第 133・134 号住 跡と第

10 号溝と している。新 は土 の から本住 跡が第 133・134 号住 跡と

第 10 号溝を して構 れている。平 形は小 形を し、 は 5 8 、 は 4 7

を る。 方向は 70 を す。 跡は の よ に し 形の

地 が１ 出 れた。 に った東 には、 蔵 が 出 れた。出土遺 は、第

174 図１～ 20 である。１・２・ の は 目が れている。14 ～ 16 の は 部に

が れている。

　第142号住 跡（第184図）は、第14次 区で 出 れた。第133号住 跡と している。

新 は本住 跡が第 133 号住 跡を して構 れている。平 形は小 形を し、

は 6 7 、 は 5 2 を る。 方向は 56 を す。 跡は の

上に し 形の 式 が１ 出 れた。 に った南東 には、 を つ 蔵
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が 出 れた。出土遺 は、第 184 図１～ 20 である。１の は によ 区 がな

れ よ 下から が れている。 は の である。

　第 146 号住 跡（第 188 図）は、第 14 次 区で 出 れたが、遺構の半分 上が東

の 区 ている。後 の第 号溝と している。新 は土 の から

本住 跡が第 号溝によ れている。平 形、 、 は 明である。本住 跡の

には、 土が しているため 住 の がある。出土遺 は、第 188 図１

～ 13 である。３の は が れている。 ・ の は 部の 後

が れている。

　弥生時代後期後半　下戸塚式の新 であ 末 の遺 が れる住 跡 であ

る。第 13・19・23・62・96・101・109・104・114 号住 跡が で合 が 出 れている。

　第 13 号住 跡（第 61 図）は、第２次 区、第 次 Ａ区で 出 れ図上で 合した

が、遺構の北東部分は 区 ている。第 15 号住 跡と している。新 は

本住 跡が第 15 号住 跡の を している。平 形は小 形と られ、 は 5 9 、

は 5 2 を る。 方向は 66 を す。 に った南東 には、

の 行 が 出 れている。その南の には 蔵 が 出 れ、第 61 図１・

４・ は 蔵 とその周辺から出土している。出土遺 は、第 61 図１～ である。１の

合 縁 の が れている などが出土している。

　第 19 号住 跡（第 67 図）は、第２次 区、第 次 区で 出 れ、第 20・24 号

住 跡と している。新 は本住 跡が第 20・24 号住 跡を して構 れている。

平 形は 方形を し、 は 5 0 、 は 4 3 を る。 方向は 54

を す。 跡は の 上の中 に した 式 が１ 、その 式 と する

ように中 南東 に地 が１ 出 れた。 に った東 近 には、

の 行 が 出 れている。 東 には、 を つ 蔵 が 出 れている。

出土遺 は、第 67 図１～ であ 、４・ ・ は 合 縁の である。

　第 23 号住 跡（第 69 図）は、第２次 区で 出 れ、第 20・ 21 号住 跡と して

いる、新 は本住 跡が第 20・ 21 号住 跡を して構 れている。平 形は 方

形を し、 は 5 2 、 は 4 7 を る。 方向は 14 を す。 跡は

の よ に した地 が１ 出 れた。住 中 よ 南東 の

が 蔵 と られ、その上部には第 69 図１の台 一 が出土している。出土遺 は、

第 69 図１～３であ 、１の台 の 、２の は が れている。

　第 62 号住 跡（第 105 図）は、第 次 区で 出 れたが、 １ ３が によ

まで れている。第 63 号住 跡、 溝、後 の第３号溝、第 号溝と している。

新 は土 から本住 跡が第 63 号住 跡の を し、 溝上部に構 れてお 、

溝 第 63 号住 跡 第 62 号住 跡（ 新）となっている。平 形は小 形を し、

は 6 4 を る。 方向は 55 を す。 跡は中 よ 北東 に し

形の地 が１ 出 れた。出土遺 は、第 105 図１～ である。１は 縁の下に

を つ器形の である。３の は が れている。

　第 101 号住 跡（第 144 図）は、第 次 区で 出 れ、第 102 号住 跡、 13 号住
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跡と している。新 は土 から本住 跡が第 102 号住 跡を し、 13 号

住 跡に半分 れている。平 形は 方形を し、 は 4 5 を る。 方向

は 57 を す。 跡は の の に し、半分が 13 号住 跡に

れた 式 が１ 出 れた。出土遺 は、第 144 図１～ 10 であ 、３の は

区 に が れている。

　第 96 号住 跡（第 139 図）は、第 次 区で 出 れ、本住 跡の北東 上部に後

の第 号溝が っている。平 形は が る 方形を し、 は 4 8 、 は 4 3

を る。 方向は 34 を す。 跡は の 上の に する

式 が 出 れたが、 の下には地 が し、地 から 式 の が

れた。 に った東 には、 を つ 蔵 が 出 れている。出土遺 は、

第 139 図１～ 10 であ 、１の は 蔵 から出土した、 目後 れ、

部下半で し 部となるため 部に が られる。３は 縁部から 部に

を す である。

　第 109 号住 跡（第 152 図）は、第 次 区で 出 れ、第 99 号住 跡と している。

新 は土 から本住 跡が第 99 号住 跡を して構 れている。平 形は

方形を し、 は 5 0 、 は 4 4 を る。 方向は 50 を す。 跡

は の の に する 式 が 出 れたが、 の下には 形の地

が して し、地 から 式 の が れた。 に った東 に

は、 部の の 、 蔵 が 出 れている。出土遺 は、第 152 図１～ 18 であ 、

１・２の には の が れている。３の は に 目後一部に

が れている。

　第 104 号住 跡（第 147 図）は、第 次 区で 出 れたが、 １ ３が東 の 区

に ている。第 102 号住 跡と している。新 は土 から本住 跡が第

102 号住 跡を して構 れている。平 形は 方形を し、 は 6 3 を る。

方向は 48 を す。 跡は の の に する 式 が 出

れたが、 の下には 形の地 が して し、地 から 式 の

が れた。出土遺 は、第 147 図１～ であ 、１は 合 縁の である。４は 跡と

から出土した が れる である。

　第 114 号住 跡（第 157 図）は、第 次 区で 出 れ、第 24 号、第 115 号住 跡

と している。新 は土 から本住 跡が第 24 号、第 115 号住 跡を して構

れている。平 形は に近い 方形を し、 は 5 5 、 は 5 1 を る。

方向は 53 を す。 跡は の の に する 式 が 出 れ

た。 に った東 には、 部の の 、 を つ 蔵 が 出 れている。

出土遺 は、第 157 図１～ であ 、３の には の が れている。
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第 147 図　第 104 号住居跡

第 148 図　第 105 号住居跡

第 149 図　第 106 号住居跡

第 150 図　第 107 号住居跡
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  午王山遺跡では、弥生時代の の溝が 地点で 出 れ遺構 号が れて

いたが、本 をまとめるにあた 遺跡の を廻る溝をＡ溝（ 第１・２号溝）、

その を廻る溝を 溝（ 第 号溝）とし、 溝よ 西 で 出 れた溝を 溝（ 第

号溝）と新たに遺構 の を行った。

　Ａ溝第２次調査（１号溝）（第 191・194 図）

  Ａ溝は、第２次 区の東 平 部で 出 れた。溝の 形は を し、幅 2 2 、

1 3 を る。 幅も 0 4 で 、 を行うことが であった。出土

遺 は、第 194 図１～ 24 が 土から出土した、１・３は を す である。13・

15・17・19・20 の 部には 目で が れた である。23・24 は下 から出土し、

が れた岩鼻式の である。

　Ａ溝第５次調査Ａ区（１号溝）（第 191・195 図）

　Ａ溝は、第 次 Ａ区で平 部分で 出 れた。第２次 区東 から する溝で、

東にある 寺との地 、遺構上 は に う 溝によ れている。溝の

形は を し、幅 2 1 、 1 2 を る。 幅も 0 3 である。出土遺

は な 、第 195 図１～ 14 が 土から出土した。２は 目 区 と が

れた である。14 は 部には 目で が れた である。

　Ａ溝第 10 次調査（１号溝）（第 191・205 図）

　Ａ溝は、第 10 次 区で道 幅部分の で、第２次 区東 のＡ溝と する部分

である。 溝とは 12 れている。溝の 形は を し、幅 2 3 、 1 1

を る。 幅も 0 3 で 、 を行うことが であった。出土遺 は、第

205 図１～ が 土中 から出土した、１は弥生時代中期後半の である。３の は 目

が れるが、 部下半に 合の を し、 よ 下部の 目はなでた に い

ている。

　Ａ溝第 11 次調査（１号溝）（第 191・196 図）

  Ａ溝は、第 10 次 の 土 部分から するように第 11 次 区を めに通 出

れた。遺構上 には 時代の住 跡が２ 出 れ、溝の上部は れている。Ａ溝の

第２節　弥生時代環濠と遺物 
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形は を し、幅 2 4 、 1 15 を る。 幅も 0 25 で 、

を行うことが であった。出土遺 は、第 196 図１～ 52 が 土から出土した、１は弥生

時代中期後半の と われ、15 も 時期の と られる。３・11・14・47・48 は

が れる で、25 は である。

　Ａ溝第２次調査（２号溝）（第 192・197 図）

  Ａ溝は、第２次 区の台地中 から西 の平 部で 出 れた。溝の 形は

を し、最大幅 3 0 、最大 1 6 を る。 幅も 0 3 で 、 もあるため、

を行うことが であった。本溝よ の西 の に 溝が し に

方向で 行して 出 れている。出土遺 は、 な 第 197 図１～ が 土から出土した、

１・２は 目が れる である。３・４は 部と 部の に を その 部から

が れた である。

　Ａ溝第３次調査（２号溝）（第 192・198 図）

  Ａ溝は、第３次 区の台地平 部と に 化する 上で平 に うように東西

方向に 出 れた。溝の 形は を し、最大幅 2 3 、最大 1 0 を る。

幅も 0 3 で 、 を行うことが であった。 区の南 では、Ａ溝

から 14 れた 部に、 1 4 下がってＡ溝と 行するように 溝が

出 れている。出土遺 は 、第 198 図１～ 40 が 土中 から出土した。１・ ・ ・

10 の は 区 に が れる である。10 の は、第３次 の 溝出

土 と 合した。２・11・32・34 は が れた で、２・11 は も

である。33・38 は が れている である。26 は出土 が しい 形土

で、 が しているが 落 がしっか できる。

　Ａ溝第４次調査（２号溝）（第 192・199・200 図）

  Ａ溝は、第４次 区の平 部で れ、北 の第２次 区から直 に南

てきたＡ溝がこの第４次 区で東 に大き して東 の第 次 区に する

に 出 れた。第 50・51 号住 跡と し、本溝との新 は、２ の住 跡の が

本溝の上部を している。溝の 形は を し、最大幅 3 2 、最大 1 4 を

る。 幅も 0 3 で 、 を行うことが であった。 区の、Ａ溝

から西 8 0 れた でＡ溝と 行するように 溝も を き 出 れてい

る。出土遺 は第 199・200 図１～ 72 が 土中 から に出土した。 に第 50 号住 跡

下の中 からは 土の分 と東海系の第 199 図 29 の 、第 199 図 31 の台 が出土してい

る。11・29・64・65・67 は が れた で、31・36 ～ 41・43 は 部が

で れている で と に東海系の が られる。30 は 土中よ 出土

した の である。 は から小 めな であるが、 のため で

いることも られる。

　Ａ溝第５次調査Ｂ区（２号溝）（第 192・201・202 図）

  Ａ溝は、第 次 区で台地の平 部で れ、北 の第２次 区から直 に

てきて第４次 区と する に 出 れた。第 51 号住 跡が本溝の上に っている。

溝の 形は を し、幅 2 8 、最大 1 7 を る。 幅も 0 1 ～ 0 3 で
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い部分もあった。 区の、Ａ溝 から西 7 2 れた でＡ溝と 行する

ように 溝も直 に 出 れている。出土遺 は第 201・202 図１～ 81 が 土中 から

に出土した。 ・14・18・77 ～ 81 は が れた である。29 ～ 31・33・

34 は 部が で れている である。47・48 は 部下半の が い

形土器で東海系の の下半部と の器形である。63 は 土中よ 出土した 形土

で、本 に が れている。

　Ａ溝第 7次調査（２号溝）（第 192・203・204 図）

　Ａ溝は、第３次 区・第４次 区・第 次 区に して まれる で れ、

台地平 部と に 化する 上で 出 れた。溝南 の 上部と西 部分は の

造成で している。 跡 に西 の第４次 区と する は していたため 地形

に せ することが できた。溝の 形は を し、最大幅2 1 、最大 1 3

を る。 幅も 0 25 で 、 を行うことが であった。出土遺 は第

203・204 図１～ 67 が 土中 から に出土した。１・ ・ ・36・37 は

が れた で、44 ～ 46 は 部が で れている で と に東海系の

が られる。３・10・32 ～ 35 の は 区 に が れる である。67 は

土中 から出土した 形土 である。 完形であるが 部が するが、 の 落

が にしっか と できる。本遺跡Ａ溝出土は３ 目である。

　Ｂ溝第３次調査（６号溝）（第 192・206 図）

　 溝は、第３次 区の で 出 れ、Ａ溝と 14 れているが 方向で 行

に っている。 区の は の造成によ している。溝の 形は を し、

最大幅 1 4 、最大 0 8 を る。 幅も 0 15 ～ 0 36 で い。出土遺 は、 な

第 206 図 41 ～ 47 の 点の Ａ溝出土第 198 図 10 の １点が 溝 土中 から出土し

合した。

  Ｂ溝第４次調査（６号溝）（第 192・207 図）

  溝は、第４次 区の台地平 部で れ、北 の第２次 区から直 に南

てきた 溝がこの第４次 区で東 に して東の第３次 区 溝に すると

られる。溝の 形は を し、最大幅 1 8 、最大 0 9 を る。 幅も 0 15

～ 0 28 で 、 を行うことが であった。 区の、Ａ溝 から西

8 0 れた でＡ溝と 行するように 溝も を き 出 れている。出土遺

は第 207 図１～ が 土中 からに出土した。４・ は 目 区 が れた であ

る。

  Ｂ溝第５次調査Ｂ区（６号溝）（第 192・208 図）

  溝は、第 次 区で平 部分で 出 れた。第２次 区から する溝で、直

に 、第４次 区と すると られる。本溝は第 30・62・63 号住 跡と し、

住 跡は本溝の上部を して構 れている。溝の 形は を し、幅1 2 、 0 9

を る。 幅も 0 2 である。 区のＡ溝とは 7 2 れた間 で 溝も

行するように 出 れている。出土遺 は な 、第 208 図１・２が 土から出土した。
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  Ｂ溝第２次調査（６号溝）（第 192 図）

  溝は、第２次 区の台地中 から西 の平 部で 出 れ、 区のＡ溝の

から西 に し、方向も 行している。本溝は直 に 、第 次 区

と する。本溝は第 25・30 号住 跡と し、住 跡は本溝の上部を して構 れて

いる。溝の 形は を し、幅 1 0 、 0 6 を る。 幅も 0 2 である。

図示できた遺 はない。

  Ｂ溝第 10 次調査（６号溝）（第 191・209 図）

  溝は、第 10 次 区の道 部分で 出 れ、 区のＡ溝の 12 に

し、方向も 行している。本溝は、上部が によ れているため溝の平 は

れているが本来は している。部分である。溝の 形は を し、最大幅1 8

、 0 95 を る。 幅も 0 3 で を行うことが であった。出

土遺 は、第 209 図１～ が 土中 から出土した。

  Ｃ溝第２・13 次調査（５号溝）（第 193・210 図）

　 溝は、第２次 の道 と第 13 次 の道 部分で 出 れた。台地の

部分に し、Ａ溝 から 65 れている。本溝は、上部が などによ れ

ているため溝の平 は れているが、 形、 土の などで弥生時代の遺構である。溝

の 形は を し、最大幅 1 8 、 1 2 を る。 幅も 0 2 で 、

を行うことが であった。出土遺 は、第 210 図１～３が 土中から出土した。ま

た、本溝の南方向の の では、 の遺構 土が れることから、この

の に って 溝が していることが れる。

  Ａ溝・Ｂ溝・Ｃ溝について（第 190 図）

  午王山遺跡は、 した であるが、北 が の 地、南 の 地形では北 よ

い の であった。東 には、縁 が平安期まで る 寺があ 、寺 と墓地の造成

によ 地形は 地であったと われるが、 は墓地によ の となってい

る。

　Ａ溝は、第２・３・４・ ・ ・10・11 次 区で 出 れ、 部を 出

は 775 、最大幅 3 2 、最大 1 7 である。第２次 区北 の地 新倉３丁目

2829 １地点の宅地造成の では、北 まで が れているが、 の

上部を るのか、下るのかは れていない。第 次 Ａ区の北 、地 新倉３丁目

2811 １地点（北 地）の では、Ａ溝の と られる溝と 上部の

部を るように る溝が れ、Ａ溝は遺跡の北 上部を廻る環濠と れ

る でもある。

　 溝は、第２・３・４・ ・10 次 区で 出 れ、 部を 出 は 790

、最大幅 1 8 、最大 0 95 である。Ａ溝よ 幅、 とも が 小 である。

Ａ溝 に って に 行に 出 れ、出土遺 は ないがＡ溝と 時期の遺 （第 206・

207・208・209 図）が溝 土から出土している。第２次 区北 の地 新倉３丁目 2829

１地点の宅地造成の でも、Ａ溝と 行に れているが、北 部の方向 は

明である。また第 10 次 区でも、Ａ溝と 行に 出 れ、 に する方向 も
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で東の墓地 る形である。しかし、墓地 は が に造成 れ 溝は し

てしまっていると われる。

  溝は、第２・13 次 区で 出 れ、 は 、最大幅 1 8 、最大 1 2 である。

出 は、平 から は 2 6 下った 上で 22 の に うよう

に が れる。Ａ・ 溝とは廻る が うので、環 となるのか、 濠となるのか

は のところ 明である。
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 （１）第１次調査方形周溝墓（第 211 図）

  第１次 区では、遺跡の東南 の地区で遺跡の平 部分よ かに する の

尾 の部分に３ がまとまって 出 れた。第 10 次 で 出 れているＡ溝、 溝よ

で 出 れている。

  第１号方形周溝墓（第 212 図）  第１号方形周溝墓は、南 の溝を第２号方形周溝墓の北

溝と するように している。北 、東 、南 の した３本の溝が し、四

が れる周溝墓を しているが、 による ・ 平が し 、 部 西 の溝など

しているため、周溝が 周するか、四 が れるかは 明である。南溝と北溝との幅か

ら て、一辺が 11 4 の方形周溝墓で、溝の は南 溝が最大で から 15 であ

る。 方向は 11 である。出土遺 は 出 れなかった。第２号方形周溝墓と

の新 は、 している溝の土 では、 が し 明である、しかし本方形周

溝墓は、環濠集落に近いことと、南 溝の を意 していることで、第２号方形周溝墓よ

行すると している。

  第２号方形周溝墓（第 213 図）  第２号方形周溝墓は、北 の溝を第１号方形周溝墓の南

溝と するように している。北 溝、西 溝は して に 出 れた。

による が しいため、南 、東 の溝、 部は 明である。北 溝の の が12 、

溝の は西 溝が から最大で 60 である。 は、西 溝が 28 を示し、

北 溝と 直 した方向である。出土遺 は、 の部分を 土から第 213 図１～

の土器が出土している。第 213 図 ～ は、弥生時代の の 部 で 構成から中期

の土器である。第１次 （１）では、中期の土器 は と 、第 213 図１・

２の 部 から て弥生時代後期と られた。そして近年、午王山遺跡の が進

、これまで 15 の では、弥生時代 末から古墳時代前期の遺構が 出 れて

いないことが 明してきた。そのため、方形周溝墓の時期としては、弥生時代後期の時期が

られる。

  第３号方形周溝墓（第 214 図）  第３号方形周溝墓は、第１・２号方形周溝墓の南 に

ように している。 による ・ 平が しいため北 の溝と東溝・西溝につなが

る 部分の が るだ で、 に 出 れた。 部は 明である。北 溝の

の が 12 6 、溝の は から 50 前後である。 は、北 溝と直 する

方向で すると 30 である。出土遺 は、 の部分を 土から弥生土

器の小 が られた。

 （２）第 10 次調査方形周溝墓（第 211 図）

  第 10 次 区は、遺跡の東南 の地区で、遺跡の平 部分である。 な弥生時代の住

跡を ように構 れている、Ａ溝と 溝の に２ 出 れた。第10次 （２）

にて、第 13・14 号溝と していた遺構を本 では、第 号方形周溝墓とした。

  第４号方形周溝墓（第 215 図）  第４号方形周溝墓は、第 10 次 区の南 で、Ａ・ 溝

の で 出 れた。 によ 平 れているため、遺構上部は しているため周溝は

四 が れているか、 周するかは 明である。東 溝の が 明していないため、一辺

第３節 弥生時代方形周溝墓と遺物
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の大き 部も 明である。溝の は東 溝が から最大で 25 である。

方向は、東 溝の方向を すると 25 である。出土遺 もな 時期の は 明

である。ただし、第１次 を めた分 を ると、第２・３号方形周溝墓と 方向

が である。

  第５号方形周溝墓（第 216 図）  第 号方形周溝墓は、Ａ・ 溝の の第 10 次 区南

で、第４号方形周溝墓よ 東 に 出 れた。 による 平と 区 に るため、

遺構の形 は 明である。北 溝と南 溝の幅から ると一辺は 8 2 である。溝の

は北 溝が から最大で 17 である。 方向は、北 溝と南 溝に して直 する

方向を すると 06 である。出土遺 もな 時期の は 明である。ただし、

第１次 を めた分 を ると、第１号方形周溝墓と 方向が である。

 （３）方形周溝墓について

  今 出 れている方形周溝墓は、午王山の東 の の尾 上にまとま をもって

出 れている。また弥生時代住 とは する に、Ａ溝、 溝の２ の環濠の に方形

周溝墓が し、この が環濠集落としての意 と を大き せられている。

通 の方形周溝墓の 方では、溝の四 が れるものが古い時期と られるが、ここでは、

の が し 、また によ 平もあることから、第 号方形周溝墓の南辺溝

のように一 れる溝があるように、遺構構 時に 周溝か四 れの方形周溝墓かは

明である。方形周溝墓の 方向では、第１・ 号方形周溝墓の２ （11 、06 ）のまと

ま と第２・３・４号方形周溝墓の３ の 方向（28 、30 、25 ）が合うまとま が

られる。方形周溝墓の構 時期は、遺 も な 遺構の遺 も い中で かではない

が、Ａ溝、 溝の２ の環濠に れ、環濠の に することから環濠 期の集落と

合 する に構 れたと ることが にも合うと われる。

１） 鈴木敏弘 か 1981 年 県 新倉午王山遺跡 　 午王山遺跡 会

２） 鈴木一郎 か 2014 年 県 午王山遺跡（第 10 次） 寺遺跡（第 次・第 次） 前遺跡

（第 次） 　 蔵 化 第 57 集　 遺跡 会・ 教

会
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